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索引





この文書では、購買オーダの概要を紹介し、購買オーダ手続きの機能とステップについて説明し
ます。

前提とする知識
このガイドを読む上で、LN ソフトウェアに関する詳細な知識は不要ですが、Infor LN の機能の一
般知識があるとこのガイドの理解に役立ちます。

本書の概要
次の表にこのガイドの各章を示します。

内容章タイトル章番号 

購買オーダの概要概要第 1 章

購買オーダ手順のステップ手順第 2 章

購買オーダおよびオーダラインの統合統合第 3 章

直送オーダの処理直送第 4 章

購買オーダのクロスドッキングの処理静的クロスドッキング第 5 章

購買オーダからの輸送オーダの生成購買オーダおよび輸送オーダ第 6 章

作業/サービスオーダからの購買オー
ダの生成

購買オーダおよび作業/サービス
オーダ

第 7 章

購買バックオーダの処理バックオーダ第 8 章

購買返品オーダの処理返品オーダ第 9 章

購買オーダ手順のその他の機能の選択オプション処理第 10 章

参照

このガイドは、購買オーダの第 1 の参照先として使用します。このガイドで説明されていない情
報を調べるには、次の関連参照先の最新版を使用してください。
 ▪ 購買マスタデータユーザガイド U9817 JA

購買マスタデータの設定を理解するために使用します。
▪ 購買要求ユーザガイド U9820 JA

購買要求マスタデータを含む、購買要求手順を理解するために使用します。
▪ 見積依頼 (RFQ) ユーザガイド U9821 JA

購買オーダ手順を理解するために使用します。
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▪ 購買と販売スケジュールユーザガイド U9822 JA
購買契約手順を理解するために使用します。

▪ 購買と販売スケジュールユーザガイド U9541 JA
購買スケジュールマスタデータを含む、購買スケジュール手順を理解するために使用しま
す。

▪ 購買業者評価ユーザガイド U9823 JA
購買業者評価を理解するために使用します。

▪ 統計ユーザガイド U9816 JA
統計手順を理解するために使用します。

▪ 追加情報フィールドユーザガイド
追加情報フィールドの目的と使用方法を理解するために使用します。

▪ 輸入仕入原価ユーザガイド U9675 JA
輸入仕入原価の設定および使用を理解するために使用します。

▪ 発注先段階的支払ユーザガイド U9819 JA
発注先段階的支払の設定および使用を理解するために使用します。

▪ 外注ユーザガイド U9361 JA
外注機能を理解するために使用します。

▪ 販売業者管理在庫ユーザガイド U9501 JA
委託在庫の使用などの販売業者管理在庫機能を理解するために使用します。

▪ プロジェクトペギングユーザガイド U9777 JA
プロジェクトペギング機能を理解するために使用します。

▪ 予算管理ユーザガイド U9655 JA
予算管理機能を理解するために使用します。

▪ 価格設定ユーザガイド U9179 JA
価格設定機能を理解するために使用します。

▪ 資材価格設定ユーザガイド U9865 JA
資材価格設定機能を理解するために使用します。

本書の使い方
本書はオンラインヘルプのトピックを集めてまとめたものです。そのため、以下の例のようにそ
の他のセクションへの参照が示してあります。
詳細は、｢概要｣ を参照してください。参照セクションを見つけるには、本書の目次または巻末の
索引を参照してください。
下線の付いた用語は、用語集の定義へのリンクが付いていることを示しています。本書をオンラ
インで表示する場合は、下線の付いた用語をクリックすると、本書の巻末にある用語集の定義に
移動します。

コメント
弊社は常に文書の見直しや改善を行っていますが、この文書に関するご意見、ご要望などありま
したら、documentation@infor.com  にご連絡ください。
送信の際には文書番号およびタイトルを明記してください。情報が具体的であるほど迅速な対応
が可能です。

Infor へのお問い合わせ
Infor 製品に関するお問い合わせは、Infor Xtreme Support ポータル www.infor.com/inforxtreme
をご利用ください。
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製品リリースに関する更新情報は、この Web サイトに掲載いたします。このサイトを定期的にご
確認ください。
Infor ドキュメントに関するご質問・ご意見は、 documentation@infor.com  までご連絡くださいま
すようお願いいたします。
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販売オーダ処理の概要
商品を購買するための購買オーダを作成および変更できます。たとえば、在庫がなくなった場合、
購買オーダ手順を実行して在庫を補充できます。さらに、購買オーダ手順を使用して、サービス
などを購買することもできます。確認の後、購買オーダは、特定の価格および値引など、一定の
条件に従って品目を供給する法的な義務になります。
オーダを処理すると、計画、製造、配送、財務、購買、マーケティングなど、会社のさまざまな
部署により情報が使用されます。

購買マスタデータ
購買オーダ手順を完了するには、事前に購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションで購
買オーダパラメータを指定し、購買マスタデータを指定する必要があります。

購買オーダのオプション処理
多くの処理は、購買オーダ手順で必ず発生するわけではありませんが、直送、バックオーダ、返
品オーダなどの特定の状況で適用することができます。
詳細は、次の情報を参照してください: 購買オーダ - オプション処理
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購買オーダ手順
購買オーダ手順には、商品またはサービスを購買する管理手順全体が含まれています。
この手順には、次のステップが含まれます。

ステップ 1: 購買オーダの作成

購買オーダは、購買オーダ - ライン(tdpur4100m900) セッションで次の方法で作成できます。
 ▪ [EP] 、 [販売] 、 [サービス] などのさまざまなソースから自動作成
▪ 購買オーダのコピー (tdpur4201s000) セッションの既存のオーダからコピー
▪ マニュアル。

ステップ 2: 購買オーダの承認
購買オーダの手順では、購買オーダを作成した後に購買オーダを承認するステップが必要です。
オーダ手順の活動の実行は、オーダを承認したときに開始できます。

ステップ 3: 購買オーダの出力
オーダを登録および承認したら、購買オーダを出力して、確認として購買元取引先に送信できま
す。購買オーダの出力 (tdpur4401m000) セッションが必須であるのは、メールまたは電子データ
交換 (EDI) を使用して購買元取引先に購買オーダを送信する場合だけです。電話を使用して購買
オーダを送信する場合、この手順はオプションです。
購買オーダを出力した後も、購買オーダを変更できます。

ステップ 4: 購買オーダを倉庫管理に発行
購買オーダについて購買元取引先に通知し、購買オーダが承認された後、倉庫管理へ購買オーダ
を発行 (tdpur4246m000) セッションで購買オーダを倉庫管理に発行できます。これで、倉庫部署
に予想される商品が通知されます。
購買オーダが倉庫に発行されると、倉庫オーダでいくつかの活動がトリガされ倉庫オーダ
(whinh2100m000) セッションで倉庫オーダ作成が開始されます。倉庫オーダの活動は購買オーダ
タイプにリンクされている倉庫オーダタイプによって決まります。
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倉庫オーダタイプを購買オーダタイプにリンクするには:
 1. 手順別活動 (whinh0106m000) セッションで、活動を倉庫手順にリンクします。

2. 倉庫オーダタイプ (whinh0110m000) セッションで、倉庫手順を倉庫オーダタイプにリン
クします。

3. 購買オーダタイプ (tdpur0194m000) セッションで、倉庫オーダタイプをリンクします。
原価品目およびサービス品目の購買オーダは、必ずしも倉庫管理に対して発行する必要はありま
せん。これは、品目 - 購買 (tdipu0101m000) セッションの [倉庫に発行] チェックボックスの設定
によって決まります。直送が倉庫管理に発行されることはありません。

ステップ 5: 購買された商品の入庫
購買済商品の入庫は、倉庫管理または調達で記録できます。
 ▪ 倉庫管理

購買オーダが倉庫管理に発行された場合、入庫手順は、在庫処理 (INH) の入庫手順と検査
手順によって行われます。 
倉庫管理で入庫が記録されると、入庫データが調達に報告されます。このデータは、次の
セッションで表示できます。
▪ 購買オーダ - 入庫概要 (tdpur4531m000)
▪ 購買入庫 (tdpur4106m000)

▪ 調達
倉庫管理に発行されない非在庫品目の場合、入庫を購買オーダ - 入庫予定ライン
(tdpur4501m400) セッションおよび購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで記録できま
す。

購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで入庫を確認すると、その後は、このセッションでその入
庫データを変更できなくなります。しかし、購買入庫の修正 (tdpur4106s100) セッションではそ
の後も特定の入庫データを変更できます。
商品が入庫されたときに、商品の価格と値引が変更されます。価格および値引をメンテナンスす
るには、入庫後の価格および値引の変更 (tdpur4122m000) セッションを使用します。

ステップ 6: 購買済商品の支払
購買済商品の支払を管理するには、買掛金 (ACP) を使用します。この処理は、財務会計パッケー
ジが実装されている場合にのみ実行できます。
購買オーダ手順では、取引先が請求書を送信する必要はありません。代わりに、自己請求を使用
して、購買済商品の請求書を自動生成できます。

自己請求は通常、次の場合に使用します。
 ▪ 購買する商品に関する、取引先との契約がある場合
▪ 商品の請求書を受け取らなくても商品の支払を行う、取引先との合意がある場合

自己請求は、購買オーダ (tdpur4100m000) セッションおよび購買オーダライン (tdpur4101m000)
セッションの次のフィールドにより制御されます。
 ▪ [自己請求]

このチェックボックスをオンにした場合、各オーダライン入庫について請求を生成できま
す。購買オフィスがリンクされている財務会社では、オーダラインを選択し、自己請求購
買請求書の生成 (tfacp2290m000) セッションで請求書を生成できます。
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▪ [請求開始時点]
このフィールドは、次の値をとることができます。
▪ [検査]

自己請求請求書は、特定の入庫に関するすべての検査が終了した後、合計承認済入庫
数量についてのみ作成できます。

▪ [入庫]
合計入庫数量には、自己請求請求書をすぐに作成できます。検査後に一部の数量が不
合格の場合は、自己請求購買請求書の生成 (tfacp2290m000) セッションで、不合格な
数量分の請求書が作成されます。この請求書には負の数量が含まれます。

ステップ 7: 購買オーダの処理
購買オーダ手順の終わりに、納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションですべての購
買オーダを処理する必要があります。処理が済んだ購買オーダは、通常のデータベースから履歴
データベースに転送されます。

注意

これらのセッションを使用して、購買担当の注意が必要な購買オーダラインを表示し、そのライ
ンに適切なアクションを実行できます。
 ▪ 購買オーダ入力ワークベンチ (tdpur4601m200)

特定の活動がまだ実行されていないオーダライン、または未確認のデータやバックオーダ
数量が存在するオーダラインを表示します。

▪ 購買オーダ履行ワークベンチ (tdpur4601m300)
未入庫で期日が迫っているオーダライン、または期日 (計画入庫日) を過ぎたオーダライン
を表示します。

購買オーダの承認
購買オーダの手順では、購買オーダを作成した後に購買オーダを承認するステップが必要です。

購買オーダは、次の方法で承認できます。
 ▪ 購買オーダの承認 (tdpur4210m100) セッションで、一定範囲の購買オーダを承認ルール

に基づいて承認する
▪ 購買オーダの承認 (tdpur4210m100) セッションで一定範囲の購買オーダをマニュアルで

承認する
▪ 特定の購買オーダをマニュアルで承認する。特定の購買オーダを承認するには購買オーダ

(tdpur4100m000) セッションまたは購買オーダ (tdpur4100m900) セッションの適切なメ
ニューにある [承認] をクリックします。購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッ
ションの [承認ルール必須] チェックボックスがオンの場合、このコマンドは無効です。

備考
 ▪ 統合を待機している購買オーダは、実際に統合されるまで承認できません。
▪ オーダ条件 (tctrm1130m000) セッションまたは購買元の取引先 (tccom4120s000) セッ

ションの [確認の使用] チェックボックスがオンの場合、購買オーダラインで [確認数量] お
よび [オーダ確認日] フィールドに入力するまでは購買オーダを承認できません。

▪ 購買オーダが承認されると、柔軟に購買オーダ処理を開始できます。
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購買オーダおよびスケジュールの処理
次の処理ができます。
 ▪ 納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションの購買オーダおよび購買オーダラ

イン
▪ 納入済購買スケジュールの処理 (tdpur3223m000) セッションの購買スケジュールライン

注意

財務会計が導入されている場合、状況が [請求済] の購買スケジュールラインを処理できます。財
務会計が導入されていない場合は、状況が [最終入庫] の購買スケジュールラインを処理できます。

処理アクション
LNは次の処理を実行します。
 ▪ 取引高履歴の挿入
▪ 契約データおよび履歴の更新 (契約を使用した場合)。コール数量/金額が減り、請求数量と

金額が増えます。取引高が契約履歴に書き込まれます。このアクションは、購買契約パラ
メータ (tdpur0100m300) セッションの [契約取引高のログ] チェックボックスがオンの場
合にのみ実行されます。この方法で、どのオーダ/スケジュールが契約の数量をコールオ
フしたかを確認できます。

▪ 請求元取引先の残高の更新
▪ 平均/最新購買価格の更新。財務会計が導入されている場合、このアクションは請求書照

合手順で実行されます。この手順は、受取済購買請求書の確認 (tfacp1104m000) セッショ
ンで請求書を承認すると実行できます。

▪ 実際購買価格による取引高履歴の書込および更新。プラスおよびマイナス数量の転記が行
われます。
このアクションは次の場合にのみ発生します。
▪ 購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションで [オーダ履歴データのログ]

チェックボックスがオンになっており、 [入力のログ記録レベル] が [すべて] に設定さ
れている

▪ 購買スケジュールパラメータ (tdpur0100m500) セッションで [スケジュール履歴のロ
グ] チェックボックスがオンになっており、 [入力のログ記録レベル] が [すべて] に設
定されている

▪ 購買スケジュールラインの状況を [処理済] に設定
▪ すべてのラインが処理済または取消済になったときにスケジュールヘッダの状況を [終了

処理中] から [終了] に変更

委託補充オーダの処理
委託の場合、購買オーダが 2 つ存在できます。1 つは補充オーダ、もう 1 つは商品の支払オーダ
です。委託補充オーダは、契約にリンクできます。委託補充オーダが処理されても、請求書は作
成されないため、契約データは更新されません。

委託支払が完了しオーダが処理されると、次のアクションが実行されます。
 1. 委託補充オーダの検索

2. 委託補充オーダからの契約の取得
3. 購買契約のコール数量および金額と、請求済数量および金額の更新

16 | Infor LN 調達 | 購買オーダユーザガイド

手順



購買オーダの処理と、購買請求書の照合および承認の違い
購買オーダの処理と財務会計での購買オーダの照合と承認は、互いに独立して実行可能です。購
買オーダの処理後に購買請求書を承認した場合、請求額は取引高履歴レコードに書き込まれませ
ん。したがって、この状況を修正するために納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッショ
ンを再実行する必要があります。請求額が取引高履歴レコードにまだ書き込まれていないので、
その請求額の取引高履歴レコード (- と +) が追加されます。

購買オーダおよびスケジュール履歴
購買オーダおよびスケジュール履歴は、購買オーダおよびスケジュールの作成や修正を記録する
ために使用します。オリジナルの購入オーダおよびスケジュールが削除された後、一定の情報を
保存できます。

オーダおよびスケジュールの作成、取消、または処理の履歴を登録するには、次のチェックボッ
クスをオンにします。
 ▪ 購買オーダ

購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの  [オーダ履歴のログ] および [実際
オーダ入庫履歴のログ]

▪ 購買スケジュール
購買スケジュールパラメータ (tdpur0100m500) セッションの  [スケジュール履歴のログ]
および [実際スケジュール入庫履歴のログ]

履歴ファイルの内容
購買オーダ/スケジュール履歴ファイルには、次の項目が含まれています。
 ▪ すべての作成済購買オーダ/スケジュール (ライン)。これらのオーダ/スケジュール (ライ

ン) は、まだ処理されていないオーダ/スケジュール (ライン) です。
▪ すべての請求済購買オーダ/スケジュール (ライン)。これらのオーダ/スケジュール (ライ

ン) は、処理済のオーダ/スケジュール (ライン) です。

履歴ファイルは、次のレコードタイプで構成されます。
 ▪ [入力]

オーダ/スケジュールラインが追加、変更、または削除されました。
▪ [取消]

オーダ/スケジュールラインは取り消されました。
▪ [取引高]

オーダラインが納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションで処理されたか、
納入済購買スケジュールの処理 (tdpur3223m000) セッションで処理されました。

次の表に示すフィールドが、購買オーダ/スケジュール履歴ファイルを更新するかどうか、また更
新する場合のタイミングとその方法を決定します。

購買オーダ

セッションから取得フィールド

 

購買オーダ (tdpur4100m000)[オーダ履歴データのログ]

購買オーダ (tdpur4100m000)[履歴ログの開始時点]
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購買オーダパラメータ (tdpur0100m400)[入力のログ記録レベル]

購買オーダパラメータ (tdpur0100m400)[実際オーダ入庫履歴のログ]

購買スケジュール

セッションから取得フィールド

購買スケジュール (tdpur3110m000)[スケジュール履歴のログ]

購買スケジュールパラメータ (tdpur0100m500)[入力のログ記録レベル]

購買スケジュールパラメータ (tdpur0100m500)[実際スケジュール入庫履歴のログ]

購買スケジュールでは、履歴ログは常に承認中に開始します。

履歴ファイルの消去
購買オーダ/スケジュール履歴のアーカイブおよび削除 (tdpur5201m000) セッションを使用する
と、履歴データの合計金額を制限できます。
履歴ファイルは、統計の基盤であることに注意してください。履歴ファイルを削除する前に、統
計がすべて更新されていることを確認してください。更新前に履歴ファイルを削除すると、統計
を完全に更新することができなくなります。

注意

履歴データは修正できません。これは、参考情報の目的でのみ使用します。
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購買オーダの統合の概要
統合できる購買オーダは、発生元が次の場合です。
 ▪ 企業計画
▪ ジョブショップ管理モジュール
▪ プロジェクト
▪ 倉庫管理
▪ 販売管理モジュール
▪ サービス
▪ 見積依頼 (RFQ)
▪ 購買要求
▪ マニュアル購買オーダ

上記のいずれかの発生元で購買オーダを作成すると、次の場合に、LN により購買管理モジュール
で異なる発生元の各種購買オーダを統合できるようになります。

統合条件
購買オーダを統合するには、次の条件が該当する必要があります。
 ▪ 購買オーダの発生元について、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [統

合対象] チェックボックスがオンの場合
▪ オーダラインに入力されている品目および取引先について、品目 - 購買取引先

(tdipu0110m000) セッションの [統合] チェックボックスがオンの場合

統合する購買オーダ
統合を待機している購買オーダについて、統合条件が満たされている場合、次のセッションの [統
合] チェックボックスがオンになっている
 ▪ 購買オーダ (tdpur4100m000)
▪ 購買オーダ (tdpur4100m900)
▪ 購買オーダライン (tdpur4101m000)
▪ 購買オーダライン詳細 (tdpur4101m200)

統合を待機している購買オーダを表示するには、これらのセッションの [統合] チェックボックス
をオンにします。
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購買オーダの統合 (tdpur4210m000) セッションの購買オーダを統合し、統合された購買オーダを
承認する必要があります。

詳細は、次の情報を参照してください: : 
 ▪ 購買オーダの統合 (ページ 20)
▪ 購買オーダの承認

注意
 ▪ 統合条件を満たさない場合、購買管理モジュールで通常の購買オーダが生成されます。
▪ 統合を待機している購買オーダは、実際に統合されるまで承認できません。

購買オーダの統合
[作成済] 状況の購買オーダは、統合できます。
購買オーダを統合するには、購買オーダ (tdpur4100m000) セッションまたは購買オーダ
(tdpur4100m900) セッションの適切なメニューで [購買オーダの統合] をクリックします。これに
より、購買オーダの統合 (tdpur4210m000) セッションが開始され、選択範囲を入力できます。

統合処理

ステップ 1: ヘッダレベルの統合
購買オーダの統合 (tdpur4210m000) セッションで [統合] チェックボックスをオンにすると、各
購買オーダの購買オーダヘッダフィールドが比較されます。ヘッダフィールドが一致する場合、
最初に、対応するラインが 1 つの新しいヘッダに書き込まれます。この処理は、次のヘッダにつ
いても繰り返されます。ヘッダフィールドが一致する場合、このヘッダが前に作成されたヘッダ
にコピーされます。フィールドが一致しない場合は、新しいヘッダが作成されます。この処理は、
その後の各ヘッダについても繰り返されます。

ステップ 2: ラインレベルの統合
オーダヘッダの比較後、ラインは購買オーダラインフィールドに従ってソートされます。たとえ
ば、同じ [品目] 、 [支払] 、および [支払条件] を持つラインは 1 つのラインに統合され、オリジナ
ルの要求ラインがライン詳細として保存されます。詳細フィールドのみが異なるラインは同じ位
置に統合されますが、ラインごとにリンクされるラインデータが異なるため、異なる連番となり
ます。
購買オーダラインがプロジェクトペグされる場合、購買オーダラインの統合はプロジェクトの組
合せチェックを前提とします。プロジェクトペグに関する統合ルールは、共通情報の下の ｢プロ
ジェクトペギング｣ で指定でき、これらのルールによって、異なるペグを持つラインを 1 つの購買
オーダラインに統合可能かどうかが決まります。
購買オーダに指定した価格は、統合処理時に上書きされます。有効な価格/値引構造がオーダライ
ンにリンクされている場合、オーダラインのライン詳細の合計数量には、価格設定から価格が取
得されます。オーダラインの有効な価格/値引構造を定義していない場合、品目購買データから価
格が取得されます。
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購買契約にリンクされている購買オーダラインを統合する場合、同じ契約にリンクされているラ
インが統合されます。統合オーダラインの価格は、契約の有効な購買契約価格改訂から取得され
ます。有効な契約価格改訂が定義されていない場合は、品目購買データから価格が取得されます。

ステップ 3: 承認
ラインとヘッダレベルの両方の統合を実行してから、統合オーダを承認する必要があります。次
に、オリジナルオーダが削除され、関連する LN モジュールが新しいオーダ番号で更新されます。
これにより、これらのモジュールのリンクされているオーダラインデータの状況は、 [承認済] に
なります。
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販売オーダまたはサービスオーダ上で、販売商品を直送するかどうかを指定できます。直送の場
合は、販売オーダまたはサービスオーダに基づいて購買オーダが作成されます。購買元取引先が
商品を販売先取引先に直接納入するので、倉庫管理は関係しません。

直送販売オーダ
直送販売オーダを生成して処理するには、次の操作を実行します。

ステップ 1:  [納入タイプ]

直送販売オーダを作成するには
 ▪ 販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで、該当の販売オーダタイプについて [購

買オーダ生成可能] チェックボックスをオンにする必要があります。
▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売オーダ計画納入ライン

(tdsls4101m100) セッションの [納入タイプ] フィールドが [直送] である必要があります。 
これらのセッションでは、次のようにして [直送] 納入タイプを選択できます。
▪ オーダ数量が品目 - 販売 (tdisa0501m000) セッションの [直送数量] フィールドで定義

された数量以上の場合、自動的に選択
▪ [直送]
▪ 品目に在庫不足が存在する場合に表示される在庫不足メニュー (tdsls4830s000) セッ

ションから [直送オーダの生成] を選択

ステップ 2: 購買オーダ勧告の作成
販売オーダラインが承認されて、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッショ
ンがオーダタイプ (tdsls0694m000) セッションのオーダタイプに活動としてリンクされると、販
売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションの販売オーダラインに購買オーダ
勧告が生成されます。
このステップは、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションではなく購買
オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションがオーダタイプに活動としてリンクされている場合に
は該当しません。
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ステップ 3: 直送購買オーダの作成
購買オーダは、直送販売オーダに生成する必要があります。購買オーダの生成方法は、販売オー
ダラインに購買オーダ勧告がすでに存在しているかどうかによって決まります。
 ▪ 購買オーダ勧告がない

購買オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションで、直送販売オーダに購買オーダを生成
できます。 [直送] チェックボックスをオンにして、 [直送] グループボックスのフィールド
を指定します。

▪ 購買オーダ勧告が存在する
生成済の購買オーダ勧告を LN によって自動的に購買オーダに変換したい場合は、販売オー
ダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [購買勧告を購買オーダに自動変換] チェック
ボックスをオンにする必要があります。このチェックボックスがオフの場合、 購買オーダ
勧告確認 (whina3211m000) セッションおよび購買オーダ勧告転送 (whina3212m000)
セッションで、購買オーダ勧告の確認と購買オーダへの転送をマニュアルで行う必要があ
ります。

購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの次のフィールドを使用して、直送購買オー
ダが生成されます。
 

[直送のオーダシリーズ][直送のオーダシリーズ]

[直送のオーダタイプ][直送のオーダタイプ]

購買オーダが生成されると、販売オーダラインモニタ (tdsls4510m100) セッションの元の販売オー
ダラインの状況が ｢直送待ち｣ になります。

ステップ 4: 直送オーダの受領
事前出荷通知を使用している場合、出荷通知 (whinh3100m000) セッションで [直送ラインの受領]
をクリックした時点で、直送販売オーダ用に購買された品目の入庫が購買入庫 (tdpur4106m000)
セッションに挿入されます。事前出荷通知を使用していない場合は、直送販売オーダに対応する
入庫を購買入庫 (tdpur4106m000) セッションでマニュアル指定する必要があります。
ロットとシリアルを登録する必要がある場合、ロットとシリアルの設定が完了する前に、購買入
庫 (tdpur4106m000) セッションで入庫を確認することはできません。

ステップ 5: 納入に関する情報を販売に通知
納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションを実行して、最終入庫
のために品目、数量、ロット、およびシリアルの情報を販売に通知します。
購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで登録される購買オーダ入庫ラインごとに、販売オーダラ
イン (tdsls4101m900) セッションおよび販売オーダ実際納入ライン (tdsls4106m000) セッション
で販売オーダ納入ラインが作成されます。

ステップ 6: 販売先取引先への販売請求書の送付
入庫が調達に記帳され、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッショ
ンで販売に送信された後に、販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000) セッショ
ンで請求用の販売オーダデータを発行できます。
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ステップ 7: 直送オーダの処理
購買オーダは納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションで処理し、販売オーダは納入
済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで処理します。

直送および返品オーダ
直送販売オーダの入庫した品目を返品する場合、販売オーダ (tdsls4100m900) セッションで直送
販売返品オーダをマニュアル入力する必要があります。
直送購買返品オーダは、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [サービス直送の
返品オーダタイプ] フィールドに基づいて生成できます。
次に、購買オーダタイプの通常の手順が適用されます。

直送および輸送オーダ
輸送を使用して直送を管理および計画する場合、直送輸送オーダを生成できます。
詳細は、次の情報を参照してください: 直送販売オーダについての輸送オーダの生成 (ページ 37)

直送とバックオーダ
納入が販売に送信された後にオーダよりも入庫が少ない場合、購買オーダパラメータ
(tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスの設定とは関係な
く、調達で確認済バックオーダが自動的に生成されます。最初に販売でバックオーダをマニュア
ルで確認する必要があるかどうかは、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [バッ
クオーダを自動確認] チェックボックスの設定により異なります。

注意
 ▪ 販売では、入庫が実行されるまでバックオーダ数量を変更できます。
▪ 直送バックオーダの輸送オーダを生成することもできます。
▪ 調達では、直送バックオーダを取り消すことはできません。
▪ 調達では、直送バックオーダを削除することのみできます。ただし、この削除は販売に送

信されません。

直送サービスオーダ
直送サービスオーダを生成して処理するには、次の手順を実行する必要があります。

ステップ 1:  [納入タイプ]
 1. サービスオーダ (tssoc2100m100) セッションで、サービスオーダを指定して、活動をこ

のサービスオーダにリンクします。
2. サービスオーダ見積材料費 (tssoc2120m000) セッションで直送ラインを指定し、 [納入タ

イプ] フィールドを [発注先直送] に設定します。
この段階で、サービスオーダの状況が [フリー] になります。
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ステップ 2: サービスオーダの計画
サービスオーダ資源計画 (tssoc2260m000) セッションを使用して、サービスオーダを計画しま
す。

購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの次のフィールドがサービスオーダ資源計画
(tssoc2260m000) セッションの [購買オーダ直送] グループボックスにコピーされます。
 ▪ [直送のオーダシリーズ]
▪ [直送のオーダタイプ]

ステップ 3: 直送購買オーダの生成および承認
サービスオーダの状況が [計画済] になると、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッショ
ンで指定されたオーダタイプとシリーズに基づいて、購買オーダ (tdpur4100m900) セッションで
直送購買オーダが生成されます。購買オーダを承認する必要があります。

ステップ 4: サービスオーダの発行
サービスオーダの発行 (tssoc2200m000) セッションでサービスオーダを発行します。サービス
オーダの状況が [発行済] になる前に、直送購買オーダを受領することはできません。

ステップ 5: 直送オーダの受領
事前出荷通知を使用している場合、出荷通知 (whinh3100m000) セッションで [直送ラインの受領]
をクリックすると、直送サービスオーダ用に購買された品目の入庫が購買入庫 (tdpur4106m000)
セッションに挿入されます。事前出荷通知を使用していない場合は、直送サービスオーダに対応
する入庫を購買入庫 (tdpur4106m000) セッションでマニュアルで指定する必要があります。

次の状態になる前は、購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで入庫を確認することはできませ
ん。
 ▪ リンクされているオブジェクトの状況が [発行済] である
▪ ロットおよびシリアルを登録する場合は、ロットとシリアルセットが完了する

ステップ 6: サービスへの納入の送信
納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションを実行して、最終入庫
のために品目、数量、ロット、およびシリアルの情報をサービスに通知します。

ステップ 7: サービスオーダの完了
サービスオーダのすべての商品が入庫し、すべての活動が完了すると、サービスオーダの状況を
[完了] に変更できます。

ステップ 8: 販売先取引先への請求書の送付
調達で入庫が記帳され、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッショ
ンを使用してサービスに送信されると、状況が [原価計算済] である場合、サービスオーダを請求
できます。サービスオーダの原価計算 (tssoc2290m000) セッションで、サービスオーダの状況を
[原価計算済] に設定できます。
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ステップ 9: 直送オーダの処理
購買オーダは納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションで処理し、サービスオーダは
サービスオーダのクローズ (tssoc2201m000) セッションで処理します。

直送および返品オーダ
販売先取引先のサイトで修理を行うサービスエンジニアが、直送サービスオーダから入庫したす
べての部品を使用しない場合があります。この場合、直送返品オーダを使用して、未使用の部品
を購買元取引先に直接返品するか、自社の倉庫に戻すことができます。
サービスオーダが [完了] に設定され、サービスオーダ実際材料費 (tssoc2121m000) セッションで
[実際数量] が減少されたら、 [非消費品目を発注先に直接返品] チェックボックスを使用して、過
剰な数量を自社の倉庫に戻すか、購買元取引先に直接返品するかを指定します。
サービスオーダ実際材料費 (tssoc2121m000) セッションで [非消費品目を発注先に直接返品] チェッ
クボックスをオンにして、 [返品理由] を指定したため、オーダの完了時に部品を発注先に返品す
る必要がある場合、 [納入タイプ] フィールドが [発注先直接返品] に設定された別の資材ラインが
自動的に生成されます。次に、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [サービス
直送の返品オーダタイプ] フィールドに基づいて、購買オーダ (tdpur4100m900) セッションで直
送返品オーダが自動的に生成されます。

直送および輸送オーダ
輸送を使用して直送を管理および計画する場合、直送輸送オーダを生成できます。
詳細は、次の情報を参照してください: 直送サービスオーダについての輸送オーダの生成 (ペー
ジ 39)

直送とバックオーダ
サービスオーダの状況が [完了] で、オーダよりも入庫が少ない場合、確認済バックオーダが自動
的に生成されます。購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動
確認] チェックボックスの設定は無視されます。

注意
 ▪ 入庫が実行されるまでは、サービスでバックオーダ数量、納入日、および納入住所を変更

できます。
▪ 直送バックオーダの輸送オーダを生成することもできます。
▪ 調達では、直送バックオーダを取り消すことはできません。サービスオーダ実際材料費

(tssoc2121m000) セッションで、 [所要量] 数量をゼロに変更する必要があります。
▪ 調達のみで、直送バックオーダを削除することができます。この削除はサービスに送信さ

れません。
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在庫がない既存の販売オーダを処理するには、入庫場所から発送確定保管場所に入庫商品をただ
ちに移動させて出庫します。この処理をクロスドッキングと呼びます。

クロスドッキングタイプ
 ▪ 静的クロスドッキング

静的クロスドッキングは、倉庫管理でクロスドッキングオーダまたはオーダラインをメン
テナンスできないことを意味します。

▪ 静的クロスドッキングの場合、購買オーダの [計画入庫日] の計算は、販売オーダ
(tdsls4100m000) セッションの [計画納期] に、倉庫別品目データ (whwmd2110s000) セッ
ションの [クロスドックリードタイム] を加算して行われます。

▪ 動的クロスドッキング
動的クロスドッキングを使用すると、次の処理を実行できます。
▪ クロスドッキングオーダとオーダラインを倉庫管理で作成する
▪ 倉庫管理のクロスドッキング処理時にクロスドッキングオーダとオーダラインを何度

か変更する、または取り消す
▪ クロスドッキングオーダまたはクロスドッキングオーダラインを倉庫管理で自動的に

作成する
このトピックでは、動的クロスドッキングについての詳しい説明は省略します。

クロスドッキング手順
クロスドックオーダを生成するには、次の操作を実行します。

ステップ 1: クロスドッキング販売オーダの作成
 ▪ [納入タイプ] フィールドは、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッション、販売オーダ

計画納入ライン (tdsls4101m100) セッション、または販売オーダライン構成要素
(tdsls4163m000) セッションで [クロスドッキング] に設定します。 
これらのセッションでは、次のようにして [クロスドッキング] 納入タイプを指定できま
す。
▪ [クロスドッキング]
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▪ 品目が在庫不足のときに表示される在庫不足メニュー (tdsls4830s000) セッションか
ら [クロスドックオーダの生成] を選択する

▪ [納入タイプ] フィールドを [倉庫] に設定した販売オーダラインに、 [倉庫] チェック
ボックスをオンにして販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッショ
ン実行した後に選択する

販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで、該当の販売オーダタイプについて [購買オー
ダ生成可能] チェックボックスをオンにする必要があります。

ステップ 2: 購買オーダ勧告の作成
販売オーダラインが承認された後に、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッ
ションがオーダタイプ (tdsls0694m000) セッションのオーダタイプに活動としてリンクされると、
販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションの販売オーダラインに購買オー
ダ勧告が生成されます。
このステップは、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションではなく購買
オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションがオーダタイプに活動としてリンクされている場合に
は該当しません。

ステップ 3: クロスドッキング購買オーダの作成
購買オーダは、販売オーダから生成する必要があります。購買オーダの生成方法は、販売オーダ
ラインに購買オーダ勧告がすでに存在しているかどうかによって決まります。
 ▪ 購買オーダ勧告がない

購買オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションでクロスドッキングオーダを生成できま
す。 [クロスドッキング] チェックボックスをオンにし、 [購買オーダ] グループボックスの
フィールドを指定します。

▪ 購買オーダ勧告が存在する
生成された購買オーダ勧告を購買オーダに自動的に変換するには、販売オーダパラメータ
(tdsls0100s400) セッションで [購買勧告を購買オーダに自動変換] チェックボックスをオ
ンにする必要があります。このチェックボックスがオフの場合、 購買オーダ勧告確認
(whina3211m000) セッションおよび購買オーダ勧告転送 (whina3212m000) セッション
で、購買オーダ勧告の確認と購買オーダへの転送をマニュアルで行う必要があります。

ステップ 4: 倉庫管理へのクロスドッキングオーダの発行
その購買オーダを倉庫管理へ購買オーダを発行 (tdpur4246m000) セッションで倉庫管理に発行し
ます。
販売オーダを販売オーダの倉庫管理への発行 (tdsls4246m000) セッションで倉庫管理に発行しま
す。
クロスドッキングオーダの場合、複数の購買オーダライン詳細を 1 つの販売オーダラインにリン
クできます。または、複数の販売オーダ計画納入ラインを 1 つの購買オーダラインにリンクでき
ます。そのため、販売オーダ (納入) ラインに変更を加えると、購買オーダライン (詳細) とのリン
クが解除される可能性があります。
リンクされている販売オーダラインまたは購買オーダラインを変更すると、販売オーダと購買オー
ダ間のリンクについてメッセージが表示されます。
リンクされている販売オーダラインまたは購買オーダラインを取り消すか削除すると、リンクは
解除されます。
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購買オーダ勧告が存在する販売オーダラインを取り消すか削除すると、購買オーダ勧告は削除さ
れます。
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調達および輸送の統合
輸送パッケージを使用して輸送の要件を処理することができます。調達で商品の輸送を手配する
必要があり、結果として発注先から商品を収集する必要がある場合、購買オーダから輸送オーダ
を生成します。発注先は商品の準備を完了しておく必要がある日付を知る必要があります。この
ため、購買オーダの計画積荷日は、発注先から商品をピックアップする出荷日として考える必要
があります。

輸送オーダ管理と調達の統合
輸送オーダは、計画時と実行時に状況がよく変化します。輸送オーダが調達から作成される場合、
出荷と積荷の進捗状況が交換可能になり、輸送オーダ管理と調達間で情報の共有が可能になりま
す。
詳細は、次の情報を参照してください: 輸送オーダ管理と調達の統合 (ページ 34)

輸送請求と購買請求間の統合
運送業者に支払わなければならない輸送レートは、輸送費と呼びます。取引先への輸送費の請求
は、次の項目に基づいて実行できます。
 ▪ [輸送費]
▪ [輸送費 (更新可能)]
▪ [クライアントレート]

詳細は、次の情報を参照してください: 輸送請求と購買請求の統合 (ページ 35)

輸入仕入原価と輸送の統合
見積輸送原価または実際の輸送原価を、輸入仕入原価として、輸送オーダが生成された、または
生成される購買オーダにリンクできます。
詳細は、次の情報を参照してください: 輸入仕入原価 – 輸送オーダ
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輸送オーダ管理と調達の統合
独自の輸送計画の実施を望む会社の場合、輸送オーダ管理と調達の統合を使用して、購買オーダ
から輸送オーダを生成できます。
輸送オーダは、マニュアルで作成された購買オーダ、LN によって生成された購買オーダ、または
変換済回答ラインから発生した購買オーダから生成できます。

見積依頼回答設定

発生元が変換済回答ラインである購買オーダから輸送オーダを生成できるようにするには、また、
回答ラインが購買オーダに変換されるときに必要な輸送関連情報が設定されるようにするには、
見積依頼回答 (tdpur1506m000) セッションで次のフィールドを指定します。
 ▪ [購買から輸送オーダを生成] チェックボックスをオンにします。
▪ 輸送オーダで購買オーダと同じサービスレベルを使用する場合は、 [輸送サービスレベル]

フィールドにサービスレベルを入力します。
▪ 輸送オーダで購買オーダと同じ運送業者を使用する場合は、 [運送業者指定] チェックボッ

クスをオンにします。
▪ 積荷降日として指定する日付を [計画入庫日] フィールドに入力します。

注意

輸送オーダは購買オーダからのみ生成できます。

購買オーダ設定

購買オーダから輸送オーダを生成できるようにするには、購買オーダライン (tdpur4101m000)
セッションまたは購買オーダライン詳細 (tdpur4101m200) セッションで次の設定を適用する必要
があります。
 ▪ [購買から輸送オーダを生成] チェックボックスをオンにします。
▪ 輸送オーダで、購買オーダと同じ運送業者を使用する場合は、 [運送業者指定] チェック

ボックスをオンにします。
▪ 輸送オーダで、購買オーダと同じサービスレベルを使用する場合は、 [輸送サービスレベ

ル] フィールドにサービスレベルを入力します。
▪ [計画入庫日] フィールドに日付を入力します。購買側の会社に輸送の責任がある場合は、

この日付を積荷降日、つまり倉庫で商品が利用可能でなければならない日付とみなす必要
があります。

▪ 計画積荷日を [計画積込日] フィールドに入力します。購買側の会社に輸送の責任がある場
合、発注先がサイトで商品の準備を完了していなければならない日付です。この日付は、
出荷日と見なされることがあります。

購買オーダからの輸送オーダの生成

品目 - 購買取引先 (tdipu0110m000) セッションの [購買から輸送オーダを生成] チェックボックス
がオンで、品目 - 購買取引先の組合せの購買オーダが生成された場合、承認後に、輸送オーダの生
成 (tdpur4220m000) が活動として購買オーダタイプ - 活動 (tdpur0560m000) セッションのオー
ダタイプにリンクされ、輸送オーダ生成方法が決定されるかどうか確認されます。購買オーダに
輸送オーダをマニュアルまたは自動で生成できます。
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輸送オーダが購買オーダ (詳細) ラインから生成された後、輸送オーダの状況は [予想] になります。
輸送オーダに渡される情報は出荷関連のデータのみで、計画日、住所、出荷規則、運送業者、経
路、受渡条件、計画責任などがあります。輸送オーダに積荷計画が作成されると、輸送オーダの
状況は [計画] になります。積荷計画は、輸送のみで ｢実際｣ に変更できます。購買オーダ (詳細) ラ
インが倉庫管理に発行された後に、輸送オーダの状況は [実際] に変更できます。

輸送オーダの状況が [計画] である場合、購買オーダライン (tdpur4101m000) セッションまたは
購買オーダライン詳細 (tdpur4101m200) セッションの適切なメニューで、次のフィールドをク
リックします。
 ▪ 輸送オーダライン状況概要 (fmfoc2601m000) セッションの、出荷と積荷に関する情報、

使用する運送業者、出荷が実行される日付、出荷数量などの輸送詳細を表示する [輸送詳
細]

▪ リンクされている購買オーダライン - リンク情報 (tdpur4502s000) セッションの輸送オー
ダを表示する [購買オーダライン - リンク情報]

注意

購買オーダおよびリンクされている輸送オーダの修正、ブロック、削除、または取消を行う場合、
輸送オーダの状況は、 [予想] 、 [計画] 、または [実際] である必要があります。

購買オーダ (詳細) ラインに [計画入庫日] を指定すると、輸送リードタイムが商品を予定どおりに
納入する上で充分であるかが輸送によって判定されます。間に合わない場合、ユーザは [計画入庫
日] を変更するか別の運送業者を選択する必要があります。輸送のタイプや運送業者の利用可能性
が原因で、 [計画入庫日] が購買オーダ (詳細) ラインに指定した日付と異なることがあります。購
買オーダ (tdpur4100m000) で出力、 [出荷日の差異の出力 (FMのダミー)]  の順にクリックして出
荷日から偏差のあるオーダの出力 (fmlbd3450m000) セッションを開始できます。このセッション
では、発生元の日付が、輸送の積荷計画の日付と異なるすべてのオーダを示す差異のレポートを
生成できます。

輸送請求と購買請求の統合
商品の輸送責任が購買側の会社にあり、この会社が商品を輸送する運送業者を雇う場合、輸送後
に運送業者は購買側の会社に請求書を送付します。会社が運送業者に支払わなければならない輸
送レートは、輸送費と呼びます。

マスタデータ
輸送について外部の取引先に請求するには、次のマスタデータを指定します。
 ▪ 購買元の取引先 (tccom4120s000) セッションで、 [輸送に対する請求取引先] チェックボッ

クスをオンにして、運送費の支払を求める取引先を指示します。
▪ 請求先取引先 (tccom4112s000) セッションで、 [輸送請求基準] フィールドを次のように

定義します。
▪ [輸送費]

出荷または積荷の輸送費を現在利用可能な最善の情報に基づいて決定する場合に指定
します。輸送請求額は、価格設定の運送業者レート帳簿に基づいて決定されます。こ
の費用は、見積輸送費とも呼びます。
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▪ [輸送費 (更新可能)]
運送業者の請求を特定の積荷または出荷と照合してから輸送費を請求する場合に指定
します。基本的に、輸送請求額は、価格設定の運送業者レート帳簿に基づいて決定さ
れます。これらの費用は、実際輸送費とも呼びます。

▪ [クライアントレート]
価格設定のクライアントレート帳簿に基づいて輸送請求額を決定する場合に指定しま
す。このレート帳簿は、特定の取引先についての輸送サービスレートを保存します。

▪ [輸送請求基準] フィールドが [輸送費] または [輸送費 (更新可能)] である場合と、原価加算
金額または原価加算率を請求書に追加する場合、請求先取引先 (tccom4112s000) セッショ
ンの次のフィールドを指定します。
▪ [追加の割合]

輸送請求額を増加させる割合
▪ [追加金額]

輸送請求額を増加させる金額

注意

これらのマスタデータのフィールドは、購買オーダ (tdpur4100m000) セッションおよび見積依頼
入札者 (tdpur1505m000) セッションの同じフィールドのデフォルトとして使用されますが、それ
ぞれのセッションで上書きできます。

請求方法
会社は、次の費用をもとに外部の取引先に輸送レートを請求できます。
 ▪ [輸送費]
▪ [輸送費 (更新可能)]
▪ [クライアントレート]

輸送費

輸送は、現在利用可能な最善の情報に基づいて輸送請求額を計算します (見積輸送費)。これらの輸
送費は価格設定の運送業者レート帳簿から取得され、出荷/積荷に変更が加えられるたびに更新さ
れます。輸送は輸送請求を請求に発行します。

輸送費 (更新許可)

輸送は、輸送のすべての積荷に基づいて輸送費額を購買オーダ (見積輸送費) に配分します。輸送
が、見積輸送費をもとに輸送請求書を請求に発行する場合、実際費用を運送業者から受領する前
に請求書が送信されます。この場合、価格設定に保存されている運送業者レート帳簿に基づいて、
先に見積輸送費が決定されます。その後、運送業者の請求書が受領され、買掛金と照合されると、
実際原価が指定可能になります。これにより、見積費用と実際原価の差異を取引先に請求できま
す。

注意

取引先に差異を請求する場合、追加の請求書を生成できます。請求書は、輸送請求パラメータ
(fmfri0100m000) セッションの [金額が右記値より大きい場合] フィールドまたは [右記値より大
きい場合] フィールドに指定したデータに基づきます。
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クライアントレート

請求方法が [クライアントレート] の場合、請求額は、輸送レートに関する確定した顧客との合意
に基づきます。このため、運送業者に支払わなければならない輸送費を補てんするために、顧客
に請求できます。

直送販売オーダに関する輸送オーダ
直送販売オーダについての輸送オーダの生成
販売オーダまたは販売見積上で、販売される商品を直送するかどうかを指定できます。販売オー
ダにリンクされた購買オーダを使用して、購買元取引先は商品を販売先取引先に直接納入します。
直送の場合、商品は自社の倉庫を経由しません。
直送を管理および計画するには、輸送を使用します。

直送オーダ

直送用の輸送オーダを生成する場合、次の条件が適用されます。
 ▪ 輸送オーダは、販売オーダではなく購買オーダから生成する必要があります。

そのため、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションで [納入タイプ] フィールドが
[直送] の場合、次の処理が行われます。
▪ 輸送オーダの生成 (tdsls4222m000) の活動が販売オーダにリンクしなくなります。
▪ [販売から輸送オーダを生成] チェックボックスが、 [購買から輸送オーダを生成] チェッ

クボックスという名前に変更されます。このチェック ボックスをオンにする必要があ
るかどうかは、品目 - 購買取引先 (tdipu0110m000) セッションの [購買から輸送オー
ダを生成] チェックボックスによって決まります。

▪ 輸送オーダの生成後に販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [納入タイプ]
フィールドが [直送] に設定されると、輸送オーダは削除されます。

▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [輸送費請求] チェックボックスまたは
購買オーダ (tdpur4100m000) セッションの [外部取引先に請求] チェックボックスをオン
にできます。両方のチェックボックスをオンにすることはできません。

▪ [運送業者/LSP] 、 [経路] 、 [輸送サービスレベル] など、販売オーダのフィールドが優先
されます。そのため、これらのフィールドは、購買オーダではなく販売オーダで指定する
必要があります。購買オーダのデータは使用不可になります。

▪ 直送の輸送請求金額を計算するには、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションで
[輸送費額] をクリックします。この計算には、該当の購買元取引先にリンクしている購買
オフィスが使用されます。計算された輸送請求金額は、販売オーダライン (tdsls4101m000)
セッションの [輸送費額] フィールドに表示されます。

注意

販売オーダラインに [計画済納期] を入力すると、商品を予定どおりに納入できる輸送リードタイ
ムであるかどうかが判定されます。輸送時間を計算するために、出荷元取引先の出荷元住所およ
び出荷先取引先の出荷先住所が使用されます。商品が予定どおりに納入されきない場合は、 [計画
入庫日] を変更するか、オーダラインで別の運送業者を選択する必要があります。
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輸送オーダが直送オーダにリンクしている場合、日付フィールドの名前はモジュールごとに異な
ります。次の表を参照してください。
 

ASN輸送購買販売-

出荷日付積荷日積荷日計画納期発注先から商品が
出荷された時点

計画納期積荷降日計画入庫日計画入庫日販売先取引先で商
品が入庫された時
点

輸送オーダ
 ▪ 販売オーダに直送購買オーダを生成した後、輸送オーダの生成 (tdpur4220m000) セッショ

ンでは直送オーダに輸送オーダを生成できます。直送販売オーダの作成の詳細は、直送販
売オーダ (ページ 23)を参照してください。

▪ 輸送オーダには、購買オーダ番号および販売オーダ番号が表示されます。
▪ 輸送オーダが生成されるときに、その輸送オーダはリンクオーダラインデータ

(tdsls4102s200) セッションの販売オーダラインおよび購買オーダライン - リンク情報
(tdpur4502s000) セッションの購買オーダラインにリンクします。

▪ 購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで購買オーダを受領するとき、輸送費の計算に使
用される運送業者など、このセッションの輸送に関連するフィールドに値を指定する必要
があります。最終入庫の後で、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新
(tdpur4222m000) セッションを使用して直送の情報を販売オーダに送信する必要があり
ます。
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手順

輸送オーダにリンクしている直送オーダの手順を次の図に示します。

注意

直送購買オーダの処理方法によって、次の結果になります。
 ▪ 直送購買オーダが販売により更新された場合、リンクされた輸送オーダが削除されます。

必要な場合は、新しい輸送オーダを生成する必要があります。
▪ 直送購買オーダが調達で削除された場合、リンクされた輸送オーダも削除されます。
▪ 直送購買オーダが販売により取り消された場合、リンクされた輸送オーダが削除されま

す。

直送サービスオーダについての輸送オーダの生成
サービスオーダ上で、販売される商品を直送するかどうかを指定できます。サービスオーダにリ
ンクされた購買オーダを使用して、購買元取引先は商品を販売先取引先に直接納入します。直送
の場合、商品は自社の倉庫を経由しません。
直送を管理および計画するには、輸送を使用します。

直送オーダ

直送用の輸送オーダを生成する場合、次の条件が適用されます。
 ▪ 購買オーダから輸送オーダを生成する必要がありますが、サービスオーダフィールドが優

先されます。このため、サービスオーダ見積材料費 (tssoc2120m000) セッションの [輸送]
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タブで、サービスオーダに輸送情報を指定する必要があります。購買オーダのデータは無
効になります。

▪ 出荷オフィスマトリックスを使用して、輸送オーダの処理を担当する出荷オフィスを決定
する必要があります。詳細は、次の情報を参照してください: 出荷オフィスマトリックス

▪ サービスオーダ見積材料費 (tssoc2120m000) セッションの [輸送の請求] フィールドによ
り、購買オーダ (tdpur4100m000) セッションの [外部取引先に請求] チェックボックスの
値が決まります。 
このフィールドの値に応じて、次のように設定されます。
▪ [適用なし]

の場合、 [外部取引先に請求] はオンになります。
▪ [サービス] または [輸送管理]

の場合、 [外部取引先に請求] はオフになります。
▪ 直送の輸送請求金額を計算するには、サービスオーダ見積材料費 (tssoc2120m000) セッ

ションで [輸送額] をクリックします。この計算には、該当の購買元取引先にリンクしてい
る購買オフィスが使用されます。計算された輸送請求金額は、サービスオーダ見積材料費
(tssoc2120m000) セッションの [輸送額] フィールドに表示されます。

注意

見積材料費ラインに [計画納入時間] を入力すると、商品を予定どおりに納入できる輸送リードタ
イムであるかどうかが判定されます。輸送時間を計算するために、出荷元取引先の出荷元住所お
よび出荷先取引先の出荷先住所が使用されます。商品を予定どおりに納入できない場合、見積材
料費ラインの [計画入庫時間] を変更するか、別の運送業者を選択する必要があります。

輸送オーダが直送オーダにリンクしている場合、日付フィールドの名前はモジュールごとに異な
ります。次のテーブルを参照してください。
 

ASN輸送購買サービス-

出荷日付積荷日積荷日計画納入時間発注先から商品が
出荷された時点

計画納期積荷降日計画入庫日計画入庫時間販売先取引先で商
品が入庫された時
点

輸送オーダ
 ▪ サービスオーダの直送購買オーダを生成した後、輸送オーダの生成 (tdpur4220m000) セッ

ションでは直送オーダの輸送オーダを生成できます。直送サービスオーダの作成の詳細
は、直送サービスオーダ (ページ 25)を参照してください。

▪ 輸送オーダには、購買オーダ番号およびサービスオーダ番号が表示されます。
▪ 輸送オーダは、生成されると、関連オーダ (tsmdm4500m000) セッションのサービスオー

ダラインおよび購買オーダライン - リンク情報 (tdpur4502s000) セッションの購買オーダ
ラインにリンクします。

▪ 購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで購買オーダを受領するとき、このセッションの
輸送に関連するフィールドに値を入力する必要があります。たとえば、運送業者が指定さ
れていない場合、輸送費の計算に使用される運送業者を入力する必要があります。最終入
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庫の後で、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションを使
用して直送の情報をサービスオーダに送信する必要があります。

手順

輸送オーダにリンクしている直送サービスオーダの手順を次の図に示します。

注意

直送購買オーダの処理方法によって、次の結果になります。
 ▪ 直送購買オーダがサービスにより更新された場合、リンクされた輸送オーダが削除されま

す。必要な場合は、新しい輸送オーダを生成する必要があります。
▪ 直送購買オーダが調達で削除された場合、リンクされた輸送オーダも削除されます。
▪ 直送購買オーダがサービスにより取り消された場合、リンクされた輸送オーダが削除され

ます。
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調達とサービスの統合
デポ修理とフィールドサービスを使用して、部品のメンテナンス、修理、またはアップグレード
を行うことができます。統合は、サービスと調達の間で利用可能で、修理部品を購入したり、メ
ンテナンス、修理、またはアップグレードを外注したりできます。

次のデポ修理プロセスおよびフィールドサービスプロセスがサポートされています。
 ▪ 追加部品の購入
▪ 外注活動の購入

追加部品の購入

社内で修理やアップグレードを実行する組織が、必要な部品をすべては用意されていない場合、
サードパーティから追加部品を入手する必要がある場合があります。作業オーダ (デポ修理) また
はサービスオーダ (フィールドサービス) から購買オーダを生成してこれらの部品を購入できます。
メンテナンス販売管理パラメータ (tsmsc0100m000) セッション、作業オーダパラメータ
(tswcs0100m000) セッションまたはその両方や、サービスオーダパラメータ (tssoc0100m000)
セッションの [必要な在庫約定] チェックボックスがオンの場合、購買オーダで受領する追加部品
は、確約済にすることができます。商品が、他のオーダではなく、この購買オーダを作成した作
業オーダまたはサービスオーダでのみ使用できるようにするためです。これを、作業オーダまた
はサービスオーダの商品の在庫約定と呼びます。追加の品目を含む購買オーダは、倉庫管理に発
行する必要があります。これにより、調達から、オーダ発生元、作業オーダまたはサービスオー
ダ、作業オーダラインまたはサービスオーダライン、所要数量が倉庫管理に渡されます。倉庫管
理では、入庫が確約されます。倉庫管理は、オーダの所要数量が確約されるまで入庫数量を確認
します。
詳細は、次の情報を参照してください: 追加部品の購入 (ページ 44)

外注活動の購入

修理またはアップグレード担当の組織が、別の会社にメンテナンス、修理、またはアップグレー
ドを委託する (外注) 場合、サービスで作業オーダ活動やサービスオーダ活動を指定し、そこから
調達で購買要求または購買オーダを生成することができます。デポ修理とフィールドサービスの
両方のために、資材を外注先に送信することができます。デポ修理のために、メンテナンスされ
る品目を送信することもできます。
詳細は、次の情報を参照してください: 調達におけるサービス外注 (ページ 45)
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追加部品の購入
社内で修理やアップグレードを実行する部署で、必要な部品のすべてが用意されておらず、サー
ドパーティから追加部品を入手する必要がある場合、購買オーダを作業オーダ (デポ修理) または
サービスオーダ (フィールドサービス) から生成してこれらの部品を購入できます。

ステップ 1: 作業オーダまたはサービスオーダの作成
 1. 作業オーダ (tswcs2100m100) セッションまたはサービスオーダ (tssoc2100m100) セッ

ションで、追加部品が必要な品目を指定します。
2. 次のいずれかのセッションを実行します。

a. 作業オーダ
作業オーダ (tswcs2100m100) セッションの適切なメニューで [物的資源] をクリック
し、必要な追加部品を作業オーダ物的資源 (tswcs4110m000) セッションの作業オー
ダ活動に追加します。

b. サービスオーダ
サービスオーダ (tssoc2100m100) セッションの [資材] タブで、サービスオーダ材料
費 (tssoc2122m000) セッションを参照して、必要な追加部品をサービスオーダに追加
します。

3. 品目を指定し、調達から作業オーダまたはサービスオーダに資材を納入することを確定す
るために、 [納入タイプ] フィールドで [購入]  (作業オーダ)、または [購買オーダ使用] や
[現地調達]  (サービスオーダ) を選択します。

作業オーダまたはサービスオーダの活動も指定できます。

作業オーダヘッダまたはサービスオーダヘッダを作成したら、次の手順を実行します。
 1. 作業オーダ (tswcs2100m100) セッションまたはサービスオーダ (tssoc2100m100) セッ

ションの [活動] タブで活動を指定します。
2. 作業オーダ活動 (tswcs2610m000) セッションまたはサービスオーダ活動 (tssoc2110m100)

セッションの関連するタブで、物的資源を作業オーダ活動に追加するか、資材をサービス
オーダ活動に追加します。

3. 作業オーダ物的資源 (tswcs4110m000) セッションまたはサービスオーダ材料費
(tssoc2122m000) セッションで、品目を指定し、 [納入タイプ] フィールドで [購入]  (作業
オーダ) または [購買オーダ使用] /  [現地調達]  (サービスオーダ) を選択します。

作業オーダまたはサービスオーダの [最早開始時間] フィールドまたは [計画開始時間] フィールド
に指定する日付は、購買オーダで計画納期として表示されます。

ステップ 2: 作業オーダの計画
 ▪ 作業オーダ

作業オーダの計画および発行 (tswcs3200m000) セッションで作業オーダを計画し、購買
オーダを生成します。作業オーダが正常に計画されると、作業オーダの状況は [計画済] に
なり、購買オーダが [メンテナンス] のオーダタイプで生成されます。これは、購買オーダ
(tdpur4100m000) セッションの [発生元] フィールドで表示できます。

▪ サービスオーダ
サービスオーダ資源計画 (tssoc2260m000) セッションでサービスオーダを計画し、購買
オーダを生成します。サービスオーダが正常に計画されると、作業オーダの状況は [計画
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済] になり、購買オーダが [サービス] のオーダタイプで生成されます。これは、購買オー
ダ (tdpur4100m000) セッションの [発生元] フィールドで表示できます。

購買オーダライン (tdpur4101m000) セッションの適切なメニューで、 [購買オーダライン - リン
ク情報] をクリックして購買オーダライン - リンク情報 (tdpur4502s000) セッションのオリジナル
のメンテナンス作業オーダまたはサービスオーダを表示します。

ステップ 3: 作業オーダまたはサービスオーダの在庫の確約
追加部品の入庫は、倉庫管理で実行されます。
メンテナンス販売管理パラメータ (tsmsc0100m000) セッション、作業オーダパラメータ
(tswcs0100m000) セッション、またはサービスオーダパラメータ (tssoc0100m000) セッション
の [必要な在庫約定] チェックボックスがオンの場合、購買オーダで受領する追加部品を確約済に
することができます。これが必要な場合は、購買入庫は自動的に倉庫管理の作業オーダまたはサー
ビスオーダの在庫約定となります。倉庫管理はオーダの合計所要数量が確約されるまで、入庫数
量を確約します。

購買オーダライン (tdpur4101m000) セッションの次のフィールドでは、商品の確約に関する情報
を確認できます。
 ▪ [引当済在庫]
▪ [約定引当在庫]

調達におけるサービス外注
サービス外注機能により、購買要求、見積依頼 (RFQ)、および購買オーダに、外注品目を含めるこ
とができます。
サービス外注は資材フローの有無に関係なくサポートされます。デポ修理またはフィールドサー
ビスから外注サービス活動を購買するとき、資材を外注先に供給できます。デポ修理の場合、メ
ンテナンスされる完全な品目 (部分組立品) も外注先に供給できます。

マスタデータ
サービスから外注購買伝票を生成するには、マスタデータを指定する必要があります。
詳細は、次の情報を参照してください: 資材フローでサービス外注のデータ設定 (デポ修理)

サービスからの購買伝票の生成
外注品目が含まれる購買要求および購買オーダはサービスから生成されます。デポ修理の場合は
作業オーダ活動から、フィールドサービスの場合はサービスオーダ活動から生成されます。
 ▪ デポ修理

作業オーダ活動の [活動状況] が作業オーダ (tswcs2100m100) セッションで [発行済] に変
わると、購買要求または購買オーダが [メンテナンス] を発生元として生成されます。
購買要求または購買オーダには、原価やサービス品目、または購買品目や製造品目を含む
ことができます。
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参照活動 (tsacm1101m000) セッションの [外注への品目の供給] チェックボックスがオン
の場合、(購買または製造) 品目を外注先に供給する必要があります。
参照活動 (tsacm1101m000) セッションの [外注への材料の供給] チェックボックスが品目
に対しオンになっている場合、その品目の資材を外注先に供給する必要があります。
供給された品目および資材は、購買オーダ資材供給ライン (tdpur4116m000) セッション
で表示できます。

▪ フィールドサービス
サービスオーダ (tssoc2100m100) セッションのサービスオーダ活動の [活動状況] が [計
画済] に変わると、購買要求または購買オーダが [サービス] を発生元として生成されます。
購買要求または購買オーダには、原価品目またはサービス品目が必ず含まれます。
参照活動 (tsacm1101m000) セッションの [外注への材料の供給] チェックボックスが品目
に対しオンになっていると、その品目の資材も外注先に供給することができます。それら
の資材は、購買オーダ資材供給ライン (tdpur4116m000) セッションで表示できます。

購買要求

ステップ 1: 外注要求の生成
購買要求は作業オーダ活動またはサービスオーダ活動から生成できます。

外注要求ラインの場合
 ▪ 購買要求ライン (tdpur2502m000) セッションで [外注] チェックボックスがオンになって

いる
▪ 作業オーダ、サービスオーダ、参照活動、および資材供給情報が表示され、リンク要求ラ

インデータ (tdpur2502s000) セッションを使用して詳細にアクセスできます。

ステップ 2: 外注要求の承認
購買要求パラメータ (tdpur0100m200) セッションで [生成済要求の自動提出] チェックボックス
をオンにすると、生成された購買要求が承認のために提出されます。注意: このチェックボックス
をオンにした場合、購買要求を承認前に更新することはできません。更新できるのは、承認者が
要求を拒否した場合だけです。
詳細は、次の情報を参照してください: 購買要求承認プロセス

ステップ 3: 外注要求の変換
購買要求の変換 (tdpur2201m000) セッションで、承認された外注要求を購買オーダまたは見積依
頼に変換できます。

次の内容が適用されます。
 ▪ 外注品目に適した購買元取引先および価格を取得した場合、要求を購買オーダに変換でき

ます。
▪ 適切な購買元取引先または価格を取得できないか、価格を交渉する必要がある場合は、要

求を見積依頼に変換できます。
外注要求の見積依頼を生成する場合、見積依頼が購買オーダに変換される前に要求を削除するこ
とはできません。
詳細は、次の情報を参照してください: 購買要求変換プロセス
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見積依頼 (RFQ)
外注品目を含む要求が見積依頼に変換された後、生成される見積依頼の発生元は [要求] に設定さ
れます。

外注見積依頼ラインの場合
 ▪ 見積依頼ライン (tdpur1502m000) セッションおよび見積依頼回答 (tdpur1506m000) セッ

ションで [外注] チェックボックスがオンになっている
▪ 作業オーダ、サービスオーダ、参照活動、および資材供給情報が表示され、リンク見積依

頼データ (tdpur1502s000) セッションを使用して詳細を表示できます。
生成される見積依頼を見積依頼の変換 (tdpur1202m000) で購買オーダに変換する必要がありま
す。
発生元が [要求] である見積依頼ラインは、変換前に削除することはできません。1 つのラインに
複数の代替ラインを利用できる場合、代替ラインは削除することができます。ただし、最初の代
替ライン (代替ライン 0) は残しておく必要があります。

購買オーダ
外注品目が含まれる購買オーダラインは、サービスまたは変換された要求や見積依頼から生成で
きます。

外注購買オーダラインの場合
 ▪ 購買オーダライン (tdpur4101m000) セッションで [外注] チェックボックスがオンになっ

ている
▪ 作業オーダ、サービスオーダ、および参照活動は購買オーダライン - リンク情報

(tdpur4502s000) セッションに表示されます。
▪ 資材供給情報は購買オーダ資材供給ライン (tdpur4116m000) セッションに表示され、こ

こから供給オーダを生成することもできます。倉庫移動オーダまたは販売転送オーダを生
成して、資材を構成要素倉庫 (供給元倉庫) から外注先の倉庫である管理倉庫 (供給先倉庫)
に転送する必要があります。

▪ 修理される品目 (部分組立品) にシリアル番号が付けられる場合、正しいシリアル番号が付
いている品目は、送信して外注先で入庫できます。これにより、購買オーダラインと資材
供給ラインにロットおよびシリアルの情報が含まれます。

▪ 部分組立品は顧客が所有できます。結果として、購買オーダラインおよび資材供給ライン
は顧客が所有する品目の送信および入庫をサポートします。

購買オーダの生成後、リンクされているサービスオーダまたは作業オーダの購買オーダ番号およ
び購買元取引先が更新されます。

入庫と消費
タイプが [原価] または [サービス] の外注品目の場合、入庫を調達または倉庫管理で処理できます。
これは、品目 - 購買 (tdipu0101m000) セッションの [倉庫に発行] チェックボックスにより決まり
ます。
調達または倉庫管理から、品目の入庫に関するサービスへのトリガが生成されます。
入庫情報に基づき、サービスによって在庫から資材が発行され、資材供給ラインの消費済数量が
更新されます。
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サービス外注価格
要求がサービスから生成され、品目 - 購買 (tdipu0101m000) セッションの [価格基準] フィールド
が [参照活動] に設定されると、サービスの購買価格が要求ラインにデフォルト設定されます。要
求が購買オーダに変換された後に、この購買価格はオーダラインにもデフォルト設定され、値引
は取得されません。
[価格基準] フィールドが [価格帳/契約] に設定されている場合は、価格データが要求ラインにデ
フォルト設定されることはありません。要求が購買オーダに変換されるときに、価格設定情報の
取得に利用される一般検索ロジックに基づいて、購買オーダラインの購買価格と値引が取得され
ます。
見積依頼の場合、要求ライン価格は [目標価格] として見積依頼ライン (tdpur1502m000) セッショ
ンにデフォルト設定されます。要求 (価格ありまたはなし) が見積依頼に変換された後に、要求ラ
インは、見積依頼回答で入札者が指定した価格と値引で上書きされます。
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購買バックオーダ
購買オーダ (詳細) ラインの最終入庫が行われたが、一部しか、またはまったく商品が入庫されて
いない場合は、バックオーダが作成されます。

注意

購買バックオーダを生成するには、事前に、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッション
の [バックオーダの使用] チェックボックスをオンにしておく必要があります。
バックオーダは自動的に、またはマニュアルで確認できます。購買オーダパラメータ
(tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスで指定できます。

入庫が最終入庫の場合、以下がバックオーダになります。
 ▪ 入庫日の時点で、購買オーダラインの入庫数量がオーダ数量より少ない
▪ 商品の入庫数量 (一部) が検査中に不合格になり、在庫処理パラメータ (whinh0100m000)

セッションの [発注先に未払] チェックボックスがオフである
▪ 入庫数量とオーダ数量は等しいが、ユーザがバックオーダ数量をゼロよりも大きな値に変

更している

セッション-バックオーダ情報
次の項目を表示できます。
 ▪ オーダ数量、入庫数量、不合格数量 (廃棄済および返却済)、不合格品目保管場所の数量、

バックオーダ数量、および最新の入庫番号を見込購買バックオーダ (tdpur4101m700)、
購買オーダ - 入庫概要 (tdpur4531m000)、購買オーダライン (tdpur4101m000)、および
購買オーダライン詳細 (tdpur4101m200) セッションで表示できます。

▪ 購買オーダの確認バックオーダは確認済購買バックオーダ (tdpur4101m800) セッション
で表示できます。

バックオーダ - 自動確認
購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボッ
クスをオンにすると、バックオーダが自動で確認されます。
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入庫数量がオーダより少ない場合

次のものについて入庫された品目は区別されます。
 ▪ 通常の購買オーダ
▪ 直送購買オーダ

注意

通常の購買オーダの場合、購買オーダタイプ (tdpur0194m000) セッションの [オープンバックオー
ダを結合] チェックボックスにより、複数のバックオーダラインが購買オーダライン詳細の未決済
バックオーダラインに統合されるかどうかが決まります。

通常の購買オーダ
購買オーダを入力して倉庫管理に発行すると、その状況は [処理中] になります。購買オーダが倉
庫管理に発行されてから、入庫 (whinh3512m000) セッションで入庫が実行されます。このセッ
ションの [ライン] タブで、入庫済商品の数量を [入庫数量 (入庫単位)]  フィールドに入力する必要
があります。予測数量が入庫数量を超えており、入庫が最終で確認済の場合は、バックオーダが
生成され、自動的にバックオーダが確認されます。
バックオーダが確認されると、 [オーダラインタイプ] が [バックオーダ] の新しい購買オーダライ
ン (オリジナルラインと位置番号が同じで連番が異なる) が生成されます。このバックオーダが確
認されると、購買バックオーダラインは自動的に倉庫管理に発行されます。オリジナルの購買オー
ダの状況は、 [処理中] のままです。入庫が実行されてから、購買オーダタイプの通常の手順が適
用されます。

直送購買オーダ
販売オーダまたはサービスオーダの直送購買オーダが生成された場合、納入情報を含む販売/サー
ビスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションを使用して調達から販売またはサービスに納入を
報告できます。

入庫数量がオーダ数量より少ない場合
 1. バックオーダは、販売で、またはサービスから自動的に生成されます。販売でバックオー

ダが生成された場合、まずバックオーダ (連番) ラインは、バックオーダのメンテナンスお
よび確認 (tdsls4125m000) セッションでマニュアルで確認する必要があります。または、
販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェック
ボックスがオンの場合は、自動的にバックオーダが確認されます。

2. 確認済バックオーダは、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [バック
オーダを自動確認] チェックボックスの設定に関係なく、調達で自動的に生成されます。
販売オーダに直送が適用される場合、バックオーダは、販売のバックオーダにリンクされ
ます。

3. (直送) バックオーダが調達で生成されると、購買オーダタイプの通常の手順が適用されま
す。

入庫数量 (の一部) が不合格になる場合

商品に検査が必要な場合、最初に入庫を入庫 (whinh3512m000) セッションで実行し、次に商品
の検査を倉庫検査概要 (whinh3122m000) セッションで実行する必要があります。検査中に商品
が不合格になり、在庫処理パラメータ (whinh0100m000) セッションの [発注先に未払] チェック
ボックスがオフの場合、不合格の品目にバックオーダが作成されます。
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注意

在庫処理パラメータ (whinh0100m000) セッションで [発注先に未払] チェックボックスがオンの
場合、引き続き検査が必要な場合でも入庫後に品目に対して支払を行う必要があります。倉庫管
理で、検査中にこれらの品目が不合格になり、 [返品不合格品] 購買オーダを使用して発注先に返
品された場合、返品された不合格の商品 に関して発注先に請求する必要があります。倉庫管理は
処分品目の不合格について購買オーダラインに伝えないため、バックオーダは作成されません。

検査の結果不合格となったバックオーダラインは自動的に確認済にはならず、常に、見込バック
オーダとなります。この理由は、不合格在庫の処理方法を決定する時間をユーザが持つ必要があ
るためです。不合格在庫は倉庫の不合格保管場所に格納されますが、再合格させることが可能で
す。詳細は、次の情報を参照してください: バックオーダ - マニュアル確認 (ページ 51)

バックオーダの計画在庫処理

バックオーダが生成されると、計画在庫処理 (whinp1500m000) セッションとオーダ - 計画在庫
処理 (whinp1501m000) セッションで計画在庫処理が作成されます。これらのセッションの [計画
数量] フィールドの値は、バックオーダで入庫される予測数量と等しくなります。

バックオーダ - マニュアル確認
購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボッ
クスがオフの場合、マニュアルで見込バックオーダを確認する必要があります。

見込バックオーダ

見込バックオーダは見込購買バックオーダ (tdpur4101m700) セッションに表示されます。この
セッションでは、内部調査や外部との交渉に必要なすべての情報を取得できます。LN にはバック
オーダ数量がゼロより大きい購買オーダラインと、バックオーダが未確認の購買オーダラインが
すべて表示されます。バックオーダ数量、バックオーダの入庫日など、見込バックオーダ詳細を
修正できます。また、見込バックオーダはこのセッションで確認する必要があります。

注意

確認後、バックオーダは確認済購買バックオーダ (tdpur4101m800) セッションに移動します。

入庫数量がオーダ数量より少ない場合
購買オーダを入力して倉庫管理に発行すると、その状況は [処理中] になります。購買オーダが倉
庫管理に発行されてから、入庫 (whinh3512m000) セッションで入庫が実行されます。このセッ
ションの [ライン] タブで、入庫済商品の数量を [入庫数量 (入庫単位)]  フィールドに入力する必要
があります。予測数量が入庫数量を下回っており、入庫が最終で確認済の場合は、見込購買バッ
クオーダ (tdpur4101m700) セッションで見込みバックオーダが生成されます。
見込バックオーダを確認すると、 [オーダラインタイプ] が [バックオーダ] の新しい購買オーダラ
イン (オリジナルラインと位置番号が同じで連番が異なる) が生成されます。このバックオーダが
承認されると、購買 (バック) オーダラインは自動的に倉庫管理に発行されます。オリジナルの購
買オーダの状況は、 [処理中] のままです。入庫が実行されてから、購買オーダタイプの通常の手
順が適用されます。
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入庫数量 (の一部) が不合格になる場合
商品に検査が必要な場合、最初に入庫を入庫 (whinh3512m000) セッションで実行し、次に商品
の検査を倉庫検査概要 (whinh3122m000) セッションで実行する必要があります。検査中に商品
が不合格になり、在庫処理パラメータ (whinh0100m000) セッションの [発注先に未払] チェック
ボックスがオフの場合、不合格の品目にバックオーダが作成されます。

注意

在庫処理パラメータ (whinh0100m000) セッションで [発注先に未払] チェックボックスがオンの
場合、引き続き検査が必要な場合でも入庫後に品目に対して支払を行う必要があります。倉庫管
理で、検査中にこれらの品目が不合格になり、 [返品不合格品] 購買オーダを使用して発注先に返
品された場合、返品された不合格の商品 に関して発注先に請求する必要があります。倉庫管理は
処分品目の不合格について購買オーダラインに伝えないため、バックオーダは作成されません。

検査の結果不合格となったバックオーダラインは自動的に確認済にはならず、常に、見込バック
オーダとなります。この理由は、不合格在庫の処理方法を決定する時間をユーザが持つ必要があ
るためです。不合格在庫は不合格保管場所に格納されますが、再合格させることが可能です。

不合格品目保管場所に存在する不合格数量には、次の処理ができます。
 ▪ 返却済
▪ 廃棄済
▪ 再合格させる

見込バックオーダは見込購買バックオーダ (tdpur4101m700) セッションでマニュアルで確認でき
ます。確認は、不合格在庫を不合格保管場所で処理する方法を決定する前、または決定した後に
実行できます。ただし、不合格商品 (の一部) が再度合格となった場合は、まず [要確認バックオー
ダ数量] を状況に適合させてから、見込バックオーダを確認することができます。

オリジナルの購買オーダライン (詳細) には、次の処理が適用されます。
 ▪ 合計入庫数量が検査され、不合格商品が不合格品目保管場所に存在しなくなった場合、オ

リジナル購買オーダライン (詳細) は納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッショ
ンでのみ処理できます。

▪ 購買オーダラインモニタ (tdpur4501m500) セッションの [請求状況] フィールドに表示さ
れる請求状況は、不合格商品が不合格保管場所に存在しなくなった場合のみ [すべて承認
済] に設定できます。不合格商品が残っている場合は、商品を再合格させることが可能で
すが、商品の請求はその後で行います。

バックオーダの計画在庫処理

バックオーダが生成されると、計画在庫処理 (whinp1500m000) セッションとオーダ - 計画在庫
処理 (whinp1501m000) セッションで計画在庫処理が作成されます。これらのセッションの [計画
数量] フィールドの値は、バックオーダが確認されていない場合でも、バックオーダで入庫される
予測数量と同じになります。見込購買バックオーダ (tdpur4101m700) セッションでバックオーダ
数量を変更して見込バックオーダを確認する場合、変更された数量は ｢計画数量｣ として記録され
ます。

例
オーダ数量 = 10
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計画在庫処理バックオーダ数量バックオーダ確認不合格数量入庫数量 

3-なし07

33あり07

5-なし27

55あり27

33あり27

この例の最後のラインの場合、バックオーダ数量は見込購買バックオーダ (tdpur4101m700) セッ
ションでマニュアルで変更されます。
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購買返品オーダ
返品オーダとは、返品出荷がレポートされる購買オーダです。返品オーダにはマイナスの金額の
みを指定できます。購買返品オーダを使用して、発注先に在庫単位または不合格商品を返品でき
ます。ほとんどの場合、このような商品は検査中に不合格になります。

返品オーダマスタデータ
返品オーダを使用するには:

ステップ 1: 返品オーダの購買オーダタイプを指定する
購買オーダタイプ (tdpur0694m000) セッションで返品オーダの購買オーダタイプを指定します。

購買オーダタイプ (tdpur0694m000) セッションの [返品オーダ] フィールドで、次の返品オーダ
タイプを指定できます。
 ▪ [返品在庫]  (在庫の返品に使用)
▪ [返品不合格品]  (隔離検査在庫の不合格品目の返品に使用)

[出荷ライン完了] チェックボックスをオンにするには、返品オーダが [返品不合格品] タイプになっ
ている必要があります。
[直送] チェックボックスをオンにするには、返品オーダが [返品在庫] タイプになっている必要が
あります。

ステップ 2: 倉庫オーダタイプを購買オーダタイプにリンクする
購買オーダタイプ (tdpur0694m000) セッションの [購買オーダタイプ] フィールドで倉庫オーダ
タイプを返品オーダタイプにリンクします。倉庫オーダタイプ (whinh0110m000) セッションで、
倉庫オーダタイプの [在庫処理タイプ] を [出庫] に設定します。
入庫商品を検査する場合は、検査手順がリンクされている倉庫オーダタイプを選択します。
購買オーダタイプの [直送] チェックボックスがオンの場合、倉庫オーダタイプを指定することは
できません。

ステップ 3: 活動を返品オーダタイプにリンクする
購買オーダタイプ (tdpur0694m000) セッションで、活動をオーダタイプにリンクします。
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次の必須活動が返品オーダタイプにリンクされます。
 ▪ 倉庫管理へ購買オーダを発行 (tdpur4246m000)
▪ 購買入庫 (tdpur4106m000)
▪ 納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000)

ステップ 4:  [返品不合格品] のオーダタイプとシリーズを購買オーダパラメータにリン
クします。
[返品不合格品] 購買オーダを生成するには、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッション
の [不合格返品のオーダタイプ] と [不合格返品のオーダシリーズ] のフィールドで、購買オーダタ
イプ (tdpur0694m000) セッションで指定したオーダタイプおよびシリーズを選択します。

[返品在庫] 手順
 1. 購買オーダ (tdpur4100m000)

購買オーダ (tdpur4100m000) セッションを使用して、次の操作を行います。
a. [返品在庫] の購買オーダタイプで購買オーダヘッダを作成します。
b. [オリジナル伝票タイプ] を指定します。
c. [オリジナル伝票番号] を指定します。
d. 返品オーダの返品理由を [返品理由] フィールドに指定します。理由タイプを [商品の

返品] に設定します。
e. 返品オーダとオリジナル伝票番号の間にリンクを作成した後、適切なメニューの [オリ

ジナル伝票からコピー] をクリックします。セッションが開始され、ラインを返品オー
ダにコピーできます。購買オーダに追加されるラインの数量と金額はそれぞれマイナ
スです。オプションで、これらのラインを変更できます。また、マニュアルで購買オー
ダラインを返品オーダに追加できます。

2. 倉庫管理へ購買オーダを発行 (tdpur4246m000)
購買返品オーダを承認したら、オーダを倉庫管理に発行します。購買オーダ状況が [処理
中] になり、購買オーダライン状況 (tdpur4534m000) セッションでの活動状況が ｢出荷待
ち｣ になります。

3. 出庫勧告の生成 (whinh4201m000)
このセッションの [返品オーダを含む] チェックボックスがオンの場合、返品が必要な数量
についての出庫および出荷の勧告が生成されます。

4. 納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000)
倉庫管理で出荷処理が実行された後も購買オーダ状況は [処理中] ですが、購買オーダライ
ン状況 (tdpur4534m000) セッションでの活動状況は ｢購買オーダを処理｣ に設定されま
す。この結果、納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションで返品オーダを処
理する必要があります。

ペギング

ペギング在庫の返品には、特定の条件を適用できます。
返品オーダラインがオリジナル伝票にリンクされている場合、リンクされているペグ配分がデフォ
ルトで使用されます。返品オーダラインがオリジナル伝票にリンクされていない場合は、返品オー
ダラインのペグ配分をマニュアルで指定できます。
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デフォルトのペグ配分はマニュアルで更新できます。返品オーダラインのペグは、オリジナル伝
票のペグと異なる場合があります。
2 つの購買返品オーダラインが特定のオリジナルスケジュールライン/スケジュール入庫ラインに
リンクされている場合、両方のオーダラインに、同じ返品オーダ数量およびペグ配分がデフォル
ト設定されます。そのため、マニュアルで返品オーダ数量を減らし、ペグ配分を更新する必要が
あります。

[返品不合格品] 手順
購買元取引先や出荷元取引先に生産材料を返品するために、隔離検査在庫処分
(whwmd2172m000) セッションで隔離検査在庫から購買返品オーダを生成できます。これらの
オーダはオリジナル購買伝票にリンクできますが、これは必須ではありません。
隔離検査在庫を返品するには隔離検査在庫処分 (whwmd2172m000) セッションの [処分] フィー
ルドを  [販売業者に返品]  に設定します。処分ラインを選択し、隔離検査在庫処分
(whwmd2172m000) セッションの適切なメニューの [処理] をクリックして、購買オーダ
(tdpur4100m900) セッションにタイプが [返品不合格品] の購買返品オーダを生成します。
返品オーダをオリジナル伝票にリンクできない場合、処分ラインの品目と購買元/出荷元取引先の
組み合わせが、購買オーダの実際データまたは履歴データにあるかどうかが検証されます。ない
場合は、警告メッセージが表示されます。
返品オーダの生成後、生成された返品オーダ番号が隔離検査在庫処分 (whwmd2172m000) セッ
ションの [処分オーダ] タブに表示されます。
(通常の) 出庫手順を開始するには、購買返品オーダを承認する必要があります。
詳細は、次の情報を参照してください: 隔離検査在庫の処理 - 販売業者に返品
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購買オーダのコピー
購買オーダのコピー (tdpur4201s000) セッションを使用すると、既存の購買オーダを新しい購買
オーダにコピーできます。実際のオーダまたはオーダ履歴からコピーできます。

購買オーダのグローバル貿易コンプライアンス
導入済ソフトウェア構成要素 (tccom0100s000) セッションの [グローバル貿易コンプライアンス]
チェックボックスおよびグローバル貿易コンプライアンスパラメータ (tcgtc0100m000) セッショ
ンの [輸入コンプライアンス] チェックボックスがオンの場合、輸入コンプライアンスが適用され
る品目の情報を設定できます。
品目がグローバル貿易コンプライアンスの対象となる場合、内部チェックが実行され、輸入コン
プライアンス情報が有効であり、必要なライセンスが利用可能であることが確認されます。この
チェックは、購買オーダラインの入力、出荷通知ラインのスケジュール、および入庫ラインの確
認を行うときに実行されます。
輸入コンプライアンスについて購買オーダラインのチェックが終わると、成功および失敗データ
が記録されます。輸入コンプライアンスチェックが失敗した場合、購買オーダラインはブロック
されます。
輸入コンプライアンスチェックから伝票を除外可能にするには、伝票例外を指定します。たとえ
ば、例外は取引先、国、および伝票タイプ別に指定できます。

購買オーダライン
購買オーダラインが購買オーダ - ライン(tdpur4100m900) セッションで指定されると、以下の条
件が該当する場合に輸入コンプライアンスチェックが実行されます。
 ▪ グローバル貿易コンプライアンスパラメータ (tcgtc0100m000) セッションで [輸入コンプ

ライアンス] タブの [内部チェック] チェックボックスがオンになっている
▪ オーダタイプが在庫返品、不合格品の返品、または委託支払に使用されていない
▪ 倉庫が指定されている
▪ オーダ数量またはオーダ金額がゼロよりも大きい
▪ 品目 (tcibd0501m000) セッションで該当品目の [貿易コンプライアンスの遵守] チェック

ボックスがオンになっている
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▪ 出荷元住所の国が入庫住所の国と異なる
これらの条件が該当し、輸入伝票例外 (tcgtc0130m100) セッションで例外が見つからない場合、
購買オーダラインに対して内部コンプライアンスチェックが実行されます。この内部チェックで
は、輸入ライセンス (tcgtc0120m100) セッションで有効な輸入ライセンスが利用可能であるかど
うかが確認されます。品目輸入コンプライアンスデータ (tcgtc0110m100) セッションで、品目お
よび出荷元国の組合せに関する輸入コンプライアンスデータの利用性および有効性も確認されま
す。
輸入ライセンス (tcgtc0120m100) セッションで輸入ライセンスの [制限数量の適用] チェックボッ
クスまたは [制限価額の適用] チェックボックスがオンの場合、数量および価額の制限が確認され
ます。これらのチェックには、購買オーダラインの棚卸単位でのオーダ数量、およびオーダ通貨
での正味オーダライン金額が使用されます。入庫確認時に、輸入ライセンス消費が輸入ライセン
ス消費 (tcgtc1520m100) セッションで記録されます。

注意

グローバル貿易コンプライアンスが購買オーダラインの品目に適用される場合、そのラインの [貿
易コンプライアンスの遵守] チェックボックスがオンになります。

構成要素
購買オーダライン (tdpur4101m000) セッションの [在庫処理] フィールドが [構成要素別] に設定
されている場合、 構成要素が購買オーダラインにリンクされます。輸入コンプライアンスチェッ
クは、入庫された構成要素に対してのみ行われ、主品目に対しては行われません。したがって、
コンプライアンスチェック結果は構成要素ラインによって記録されます。
構成要素がコンプライアンスチェックに失敗した場合、オーダラインがブロックされます。いく
つかの構成要素がチェックに失敗する場合がありますが、購買オーダ (ライン) ブロック
(tdpur4120m000) セッションで生成される購買オーダラインのブロックレコードは 1 つだけで
す。構成要素ラインのすべての失敗結果が削除されるまで、オーダラインのブロックは解除でき
ません。

輸入コンプライアンスチェック
このコンプライアンスチェックは成功または失敗になり、結果は伝票のコンプライアンスチェッ
ク結果 (tcgtc1510m000) セッションに表示されます。
チェックが成功の場合、購買オーダ (構成要素) ラインが保存され、オーダ手順を開始できます。
コンプライアンスチェック結果は自動的に承認されます。
失敗の場合、ラインが保存され、ブロックされます。したがって、そのラインの [ブロック済]
チェックボックスがオンになります。ラインデータは購買オーダ (ライン) ブロック
(tdpur4120m000) セッションに表示され、 [保留理由] フィールドの値は購買オーダパラメータ
(tdpur0100m400) セッションの [輸入コンプライアンス保留理由] フィールドから取得されます。
ラインをブロック解除するには、必須データを更新し、輸入コンプライアンスチェックを再実行
します。または、権限を持つ人が伝票のコンプライアンスチェック結果 (tcgtc1510m000) セッ
ションまたはコンプライアンスチェック結果の上書きワークベンチ (tcgtc1610m100) セッション
を使用して、マニュアルで輸出ブロックを上書きすることができます。
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注意

いくつかの調達セッションの適切なメニューでは、 [輸入コンプライアンスのチェック] オプショ
ンを使用して輸入コンプライアンスチェックを強制的に実行できます。

督促状の出力
購買オーダ督促状の出力 (tdpur4403m000) セッションを使用すると、督促状を出力し、未納入の
購買オーダについて取引先に通知できます。

クレームの出力
場合によっては、入庫処理時に入庫した数量が梱包票数量と一致しないことがあります。発注先
が、梱包票の数量より少ない数量を実際に出荷した場合、クレームの出力 (tdpur4420m000) セッ
ションでクレーム票を出力できます。

購買請求書の出力
購買オーダ手順のうち、購買請求書の出力 (tdpur4404m000) セッションでの購買請求書の出力は
オプションです。この請求書は、システム内のデータと、購買元取引先から受け取ったデータ (請
求書) を比較する目的で使用します。

購買オーダの削除
購買オーダのアーカイブおよび削除 (tdpur4224m000) セッションを使用して、次のものを削除で
きます。
 ▪ 取消済購買オーダライン
▪ 処理済購買オーダライン

注意

オーダデータを削除する方法は、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [入庫完
了時のオーダデータの削除] フィールドの値によって決まります。

入庫または消費後の価格や値引の変更
購買オーダの価格や値引は、入庫または消費後に変更できます。
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価格変更は、購買オーダライン、購買オーダ詳細ライン、または購買オーダバックオーダライン
に適用されます。品目ファイルを価格変更で更新することもできます。この場合、品目 - 購買
(tdipu0101m000) セッションの [購買価格] フィールドが更新されます。以降の品目のオーダごと
に新しい価格が使用されます。

次の条件に該当する場合に、価格や値引を変更できます。
 ▪ 購買オーダが販売またはサービス直送オーダから発生している場合、販売またはサービス

オーダがまだ更新されていない
▪ 製造オーダが購買オーダにリンクされている場合、製造オーダの状況が [クローズ] ではな

い
▪ 発注先段階的支払が購買オーダラインにリンクされていない
▪ 購買オーダラインが処理済でない
▪ 購買オーダラインの支払が次のようになっている

▪ [使用払]  (請求状況が [すべて承認済] ではない)
▪ [貨物引換払]  (請求状況が [フリー] )

入庫後の価格または値引の変更
入庫後の価格および値引の変更 (tdpur4122m000) セッションでは、入庫済購買オーダラインの価
格または値引を変更できます。

[使用払]
支払タイプが [使用払] で、かつ請求状況が [フリー] の購買オーダラインの価格または値引を変更
した場合、この変更は次のように処理されます。
 ▪ 購買オーダライン (tdpur4101m000)、購買オーダライン履歴 (tdpur4551m000)、および

購買オーダの請求書情報 (tfacp2540m000) セッションで、オーダ金額、入金額、オーダ
ライン値引額、およびオーダ値引額を更新する

▪ 購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで入庫を更新する
▪ 購買実際入庫履歴 (tdpur4556m000) セッションで入庫履歴データを更新する
▪ 梱包票別オーダ (tfacp2543m000) セッションで請求情報を更新する
▪ 購買契約データを更新する購買契約パラメータ (tdpur0100m300) セッションの [契約価

格と値引を常に使用] チェックボックスにより、契約とのリンクの処理方法が決まる
▪ 請求元取引先残高 (tccom4523m000) セッションで購買元取引先の未払オーダ残高を更新

する

[貨物引換払]
支払タイプが [貨物引換払] の場合、上記に加えて次の更新が実行されます。
 ▪ 購買買掛入庫 (tdpur4130m000) セッションで買掛入庫を更新する
▪ 購買買掛入庫履歴 (tdpur4560m000) セッションで支払入庫履歴レコードを作成する
▪ 消費別オーダ (tfacp2543m100) セッションで入庫情報を更新する購買オーダラインの入

庫が確認されると、LN が購買の買掛入庫レコードと消費レコードを作成する。
▪ 統合取引 (tfgld4582m000) セッションで各オーダラインの価格差異を記録する
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注意

支払タイプが [貨物引換払] の場合、購買オーダラインが入庫されると購買の買掛入庫が作成され
ます。このため、入庫後に価格または値引変更が挿入された場合、購買の買掛入庫も更新されま
す。支払タイプが [使用払] の場合、消費が行われるまで購買の買掛入庫は作成されません。
支払タイプが [使用払] の場合、消費は支払期限の日時であり、価格または値引変更は財務取引に
影響を与えるため、消費が行われると統合取引 (tfgld4582m000) セッションで財務統合取引が挿
入されます。
所有在庫を含む購買オーダの入庫が (部分的に) 消費され、評価方法が移動平均単位原価 (mauc) の
場合、算出された在庫差異は消費されていない部品の在庫で消費されます。このため、消費され
ている部品は MAUC 値に影響します。

消費後の価格または値引の変更
購買買掛入庫の価格および値引の変更 (tdpur4132m000) セッションと入庫後の価格および値引の
変更 (tdpur4122m000) セッションでは、支払タイプが [使用払] の消費済購買オーダラインの価
格または値引を変更できます。

支払タイプが [使用払] で、状況が [フリー] の購買の買掛入庫の価格または値引を変更した場合、
この変更は次のように処理されます。
 ▪ 買掛入庫

購買買掛入庫 (tdpur4130m000) セッションで買掛入庫を更新する
▪ 購買買掛入庫履歴 (tdpur4560m000) セッションで支払入庫履歴レコードを作成する
▪ 消費別オーダ (tfacp2543m100) セッションで消費情報を更新する
▪ 統合取引

統合取引 (tfgld4582m000) セッションで、買掛入庫の価格差異を記録する
▪ 契約および取引先残高

購買契約データを更新する購買契約パラメータ (tdpur0100m300) セッションの [契約価
格と値引を常に使用] チェックボックスにより、契約とのリンクの処理方法が決まる

▪ 請求元取引先残高 (tccom4523m000) セッションで購買元取引先の未払オーダ残高を更新
する
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構成要素
キットの一部として他の品目と組み合わせて請求される販売品目

適切なメニュー
コマンドは、 [表示] 、 [参照] 、および [アクション] メニューに分散されているか、ボタンとして
表示されます。旧リリースの LN および Web UI では、これらのコマンドは [特定] メニューに配置
されます。

連番
連続した活動のデータレコードやステップを識別する番号。連番は、多くのコンテキストで使用
されます。LN では通常、後続の品目やステップに対して連番が生成されます。状況に応じて、こ
の番号を変更することができます。

電子データ交換
電子メールによる取引先との情報交換の方法。情報には、カタログ、販売オーダ、購買オーダお
よび商取引を行うために必要な他のタイプの情報がすべて含まれています。

活動
購買/販売オーダタイプについて実行しなくてはならない手順。活動は、購買/販売オーダタイプに
ついて実行しなくてはならないセッションまたはマニュアルアクションを意味します。

購買請求書
在庫に入庫済、検査済 (必要な場合)、および転記済の購買商品が購買請求書に記載されます。請求
書の数量について購買元取引先に支払う必要があります。

購買元取引先、オーダ、品目データ、価格および値引は請求書に出力されます。請求書のデータ
と購買元取引先から受け取った請求書を比較することができます。
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購買オーダ
特定の条件に基づいて、どの品目が購買元取引先から納入されるかを示す契約

購買オーダには次のものが含まれます。
 ▪ 一般的なオーダデータ、購買元取引先データ、支払条件、および受渡条件を記載したヘッ

ダ
▪ 実際に納入される品目についての詳しい情報を記載した、1つまたは複数のオーダライン

統合
異なるソースに由来するいくつかの購買オーダを、1 つの購買オーダにグループ化すること。統合
によって購買オーダの数が減り、利用可能な最善の価格および値引を得ることができます。

外注
別の関係者から、プロジェクトの一部実行、製造オーダの作業などの特定のサービスを借用する
こと

サービス外注
品目のサービス関連の作業を別の会社に割り当てます。メンテナンスまたは修理プロセス全体を
割り当てる場合と、その一部だけを割り当てる場合があります。サービス外注には、資材フロー
サポートを使用する場合と使用しない場合があります。

消費
顧客による、または顧客の代理による、委託品目の倉庫からの出庫。顧客は、これらの品目を販
売、製造などに使用することを目的としています。品目が出庫されると、顧客はその品目の所有
者になるため、発注先に支払を実行する必要があります。

入庫
品目を倉庫に物理的に受け入れること。入庫で登録される項目には、入庫数量、入庫日、梱包票
データ、検査データなどがあります。

倉庫手順
倉庫オーダと扱い単位を処理する手順。倉庫手順はさまざまなステップで構成されています。活
動とも呼ばれるこれらのステップでは、入庫、保管、検査、出庫などを行うために倉庫オーダや
扱い単位を取得する必要があります。倉庫手順は倉庫オーダタイプにリンクされているため、倉
庫オーダに割り当てられます。

輸送オーダ
特定の数の商品を輸送するための命令。輸送オーダは、1 つのオーダヘッダと 1 つまたは複数の
オーダラインから構成されます。

輸送オーダヘッダには、輸送オーダにリストされている商品の納期、およびこの商品を受領する
顧客の名前と住所など、一般情報が含まれます。
輸送オーダラインには、輸送する品目の他に、この品目に関する明細 (数量や寸法など) が含まれ
ます。
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事前出荷通知
仮請求書のフォーム。顧客は事前に出荷の詳細通知を受け取ります。

頭字語: ASN

事前出荷通知
出荷が送付済であることを知らせる通知。事前出荷通知は、電子データ交換を利用して送受信さ
れます。倉庫に商品が到着することを知らせる事前出荷通知を発注先から受け取ることがあった
り、発注した商品がまもなく納入されることを知らせる事前出荷通知を顧客に送信したりするこ
とができます。

同義語: 出荷通知
略字: 事前出荷通知

事前出荷通知
次を参照してください: 事前出荷通知 (ページ 67)

出荷通知
次を参照してください: 事前出荷通知 (ページ 67)

倉庫オーダタイプ
倉庫オーダのタイプを識別するコード。倉庫オーダタイプにリンクしたデフォルトの倉庫手順は、
その倉庫オーダタイプが割り当てられた倉庫オーダの倉庫での処理方法を決定します。ただし、
デフォルトの手順は、倉庫オーダごと、またはオーダラインごとに修正できます。

不合格在庫
次を参照してください: 隔離検査在庫 (ページ 71)

梱包票
出荷する特定の梱包内容を詳細に記載したオーダ文書。項目には、品目の説明、荷主または顧客
の品目番号、出荷数量、および出荷品目の在庫単位などがあります。
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直送
販売元が商品を購買元取引先からオーダする処理。購買元取引先はまた、商品を販売先取引先に
直接納入しなくてはなりません。販売オーダまたはサービスオーダにリンクされた購買オーダを
使用して、購買元取引先は商品を販売先取引先に直接納入します。商品は自社の倉庫から納入さ
れないので、倉庫管理は関係しません。

販売業者管理在庫 (VMI) のセットアップでは、顧客倉庫の購買オーダを作成することで直送が達
成されます。

販売元は次の理由で直送を決定できます。
 ▪ 利用可能在庫の不足
▪ オーダ数量が時間内に納入できない
▪ オーダ数量を自社で輸送できない
▪ 原価および時間が保存される

サービスオーダ
顧客サイトまたは会社で示されているとおりに、構成に対するすべての修理とメンテナンスを計
画、実行、および管理するためのオーダ

バックオーダ
顧客オーダ不足分、または後日に納入される部分。品目に対する需要で、在庫が不十分であるた
め需要を満足できないもの
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クロスドッキング
入庫商品を出庫のために、入庫場所から発送確定保管場所に即座に移動する処理。たとえば、こ
の処理は利用可能な在庫がない既存販売オーダを処理するために使用します。

次の 3 タイプのクロスドッキングが識別されます。
 ▪ [静的]

このタイプのクロスドッキングを開始するには、販売で販売オーダから購買オーダを生成
する必要があります。

▪ [動的]
このタイプのクロスドッキングは倉庫管理で利用でき、次の特徴があります。 
▪ 在庫不足に基づいて実行する。
▪ 商品の入庫時に明示的に定義する。
▪ 臨時的に作成する。

▪ [直接資材供給]
このタイプのクロスドッキングを倉庫管理で使用して、倉庫のクラスタにおける需要を満
たすことができます。これは以下を基準にします。 
▪ 入庫
▪ 手持在庫

注意
販売から生成されるクロスドックオーダは、倉庫管理で作成されたクロスドックオーダと同じ方
法でメンテナンスできますが、販売オーダ/購買オーダリンクは例外で、変更することはできませ
ん。

次を参照してください: 直接資材供給

作業オーダ
品目に対するメンテナンス工場または修理工場でのすべてのメンテナンスを計画、実行、および
管理するために使用するオーダ。作業オーダは、少なくとも 1 つの作業オーダヘッダで構成され、
修理可能なサービス品目に対して実行する必要のある複数の活動を含むことができます。

ASN
次を参照してください: 事前出荷通知 (ページ 67)

運送業者
輸送サービスを提供する組織。デフォルトの運送業者を出荷先および出荷元の両取引先にリンク
させることができます。さらに、運送業者でソートした梱包リストの販売オーダおよび購買オー
ダを出力することができます。

オーダ処理および請求処理では、必ず運送業者を取引先として定義してください。
同義語: 運送業者, ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)

運送業者
次を参照してください: 運送業者 (ページ 69)
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運送業者
出荷先取引先への商品の輸送責任を負う会社

クレーム票
実際の納入数量が梱包票の数量より少ない場合に購買元取引先に通知するために出力される通知
票

督促
オーダされた商品の合意条件下での納入を発注先に促す購買オーダ文書

購買オーダタイプ
オーダタイプにより、オーダ手順の一部であるセッション、そしてこの手順が実行される方法お
よび順序が決まります。

承認ルール
購買元取引先、購買担当、計画者、発効日、有効期限、金額といったデータ要素の組合せ。この
組合せに基づいて購買オーダが承認されます。承認ルールは、受入ルールまたは例外ルールを基
準にします。

輸入仕入原価
納入および倉庫への入庫までの品目の調達に関連付けされたすべての原価の合計。輸入仕入原価
には、通常輸送費、保険費用、関税、および処理費用が含まれます。

輸入仕入原価は複数の輸入仕入原価セットの一部とすることができます。

購買要求
商品およびサービスを取得するための承認を得るためのユーザによる要求

購買要求には、標準および非標準の資材、原価、またはサービス要件が含まれます。購買要求の
情報には、ヘッダセクションの名前、部署、保管場所、購買オフィス、承認者が含まれます。要
求ライン詳細には、品目、発注先、数量、価格および数量が含まれます。

購買要求は、次のいずれかに変換できます。
 ▪ 購買オーダ
▪ 見積依頼 (RFQ)

見積依頼回答
見積依頼への回答。入札が記載された 1 つ以上の回答ラインを含んでいます。入札では商品また
はサービスが特定の価格および販売条件で提供され、販売申込と見なすことができます。
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発注先段階的支払
顧客から発注先に一定期間にわたって行われる分割払。段階的支払を使用すると、顧客は、品目
を実際に受け取る前または受け取った後に品目について支払を行うことができます。品目の請求
フローは、その商品フローから分離されます。

略字: SSP

隔離検査場所
倉庫検査時または製造時に最初に不合格になった商品が保管され、その処分を決定するためにさ
らに調査される倉庫保管場所のタイプ。

グローバル貿易コンプライアンス
グローバル貿易を行うために必要な国際規則、規制、ライセンスなどのグローバル貿易コンプラ
イアンスデータを規定、監査、および自動化できる機能。このデータは、品目、取引先、輸入お
よび輸出伝票がコンプライアンスチェックに合格するかどうかを確認するために使用されます。
たとえば、オーダまたは出荷の伝票でコンプライアンスチェックの結果が不合格の場合、その伝
票をブロックすることができ、ユーザはこれに対処する必要があります。

グローバル貿易コンプライアンスは、取引の遅延、追加コスト、輸入または輸出規制に抵触した
場合の罰則のリスクを低減します。

隔離検査在庫
入出庫検査時の最初の不合格後、または、製造時の作業手順の完了時に、隔離検査倉庫または隔
離検査場所に送付された在庫。

隔離検査倉庫または隔離検査場所では、在庫の最終処分が決定されます。
 ▪ [現状のまま使用]
▪ [不良なし]
▪ [廃棄]
▪ [販売業者に返品]
▪ [再作業 (既存の仕様)]
▪ [再作業 (新しい仕様)]
▪ [再分類]

同義語: 不合格在庫

クライアントレート帳
取引先に対して輸送協定をメンテナンスできる輸送レート帳

運送業者レート帳
運送業者に対して運送協定をメンテナンスできる輸送レート帳

計画積込日
出荷元場所で積込が計画されている日付および時刻
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荷降日
出荷先場所で荷降しが行われる日付および時刻

ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)
次を参照してください: 運送業者 (ページ 69)

在庫約定
オーダに対する在庫の予約。倉庫内の商品の実際の保管状況は考慮されません。以前は固定引当
と呼ばれていました。

ペグ
プロジェクトと予算、要素と活動の組合せ。プロジェクトの原価、需要、供給の識別に使用され
ます。

SSP
次を参照してください: 発注先段階的支払 (ページ 71)

契約価格改訂
購買契約ラインの価格要素および値引要素についての、日付管理された合意。価格改訂を使用す
ると、長期にわたって複数の価格を有することができます。有効な改訂は、発効日から次の改訂
の発効日まで、または契約ラインの有効期限まで有効です。

計画納期
オーダ/スケジュールラインの品目を納入しなくてはならない計画日。計画納期は、オーダ日/スケ
ジュール生成日より前であってはなりません。

オーダラインの位置番号
販売オーダまたは購買オーダでのオーダラインの位置を識別するために使用する番号

見込バックオーダ
マニュアルで確認する必要があり、ユーザが修正できるバックオーダ

次の場合、見込バックオーダとなることがあります。
 ▪ 納期の時点で、購買オーダラインの入庫数量がオーダ数量より少ない
▪ 入庫数量の一部が検査で不合格になる
▪ 入庫数量とオーダ数量は等しいが、ユーザがバックオーダ数量をゼロよりも大きな値に変

更している
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購買オーダヘッダ
購買オーダの一般情報

購買オーダヘッダには、特に以下が含まれます。
 ▪ 一般オーダデータ
▪ 一般購買元取引先データ
▪ 支払条件
▪ 受渡条件

購買オーダライン

次のような内容についての詳細情報が記録された購買オーダのライン
 ▪ オーダ品目
▪ 価格合意
▪ 納期
▪ 出荷
▪ 請求

購買オーダに 1 つ以上のラインを持つことができます。

購買の買掛入庫
請求がいつ購買商品に適用されるかを示し、オーダまたはスケジュールの買掛および請求明細が
含まれています。購買買掛入庫を使用して、買掛金モジュールとの間の更新が処理されます。

購買商品の支払が [使用払] に設定されている場合、購買オーダまたは購買スケジュールに関連す
る在庫が消費されたとき、つまり倉庫から出庫されたときに買掛入庫が生成されます。支払
が [貨物引換払] に設定されている場合、購買商品が入庫した時点で買掛入庫が生成されます。

回答ライン
見積依頼ラインへの回答であり、その見積依頼ラインへの入札者の入札が含まれています。入札
では商品またはサービスが特定の価格および販売条件で提供され、販売申込と見なすことができ
ます。

自己請求
取引先間での合意により、商品の入庫または消費を基準にして行われる、請求書の定期的な作成、
照合、および承認。販売先取引先は、購買元取引先からの請求書を待たずに、商品に対する支払
を行います。

購買オーダ勧告
経済在庫および品目の発注点をもとにした推奨。購買オーダ勧告は確認後、転送して実際の購買
オーダに変換する必要があります。

計画在庫処理
品目の計画オーダによる在庫レベルの予測済変更
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移動平均単位原価 (MAUC)
会計を目的とした在庫評価方法。

移動平均単位原価とは、現在の在庫の各単位の平均値です。新しく入庫するごとに移動平均単位
原価が更新されます。

入庫番号
商品のすべての入庫ごとに割り当てられる連番

74 | Infor LN 調達 | 購買オーダユーザガイド

用語集



構成要素, 65
適切なメニュー, 65
履歴, 17
連番, 65
電子データ交換, 65
活動, 65
購買請求書, 65

出力, 61
輸送請求との統合, 35

購買オーダ, 66
クレーム票の出力, 61
グローバル貿易コンプライアンス, 59
削除, 61
手順, 13
処理, 16
統合, 19, 20
督促状の出力, 61
履歴, 17

輸送, 33, 34
購買スケジュール

処理, 16
履歴, 17

輸送管理, 37, 39
統合, 19, 20, 66
調達

サービスとの統合, 43
デポ修理との統合, 43
フィールドサービスとの統合, 43
輸送オーダ管理との統合, 34
輸送との統合, 33

外注, 66
サービス外注, 66

調達, 45
消費, 66
入庫, 66
倉庫手順, 66
輸送オーダ, 66
事前出荷通知, 67, 67
出荷通知, 67
倉庫オーダタイプ, 67
不合格在庫, 71
梱包票, 67

値引
消費後に変更, 61
入庫後に変更, 61

価格
消費後に変更, 61
入庫後に変更, 61

直送, 37, 39, 68
サービスオーダ, 25
販売オーダ, 23

サービスオーダ, 68
バックオーダ, 68

マニュアル確認, 51
自動確認, 49

返品オーダ, 55
クロスドッキング, 69
輸送管理の統合, 37, 39
直送販売オーダ, 37
作業オーダ, 69
ASN, 67
運送業者, 69, 70
輸送請求

購買請求書との統合, 35
クレーム票, 61, 70
督促, 61, 70
購買オーダタイプ, 70
承認ルール, 70
輸入仕入原価, 70
追加部品

購買, 44
デポ修理, 44
購買要求, 70
見積依頼回答, 70
発注先段階的支払, 71
隔離検査場所, 71
グローバル貿易コンプライアンス, 71

購買オーダ, 59
隔離検査在庫, 71
クライアントレート帳, 71
運送業者レート帳, 71
計画積込日, 71
荷降日, 72
ロジスティックサービスプロバイダ (LSP), 69

索引



在庫約定, 72
ペグ, 72
SSP, 71
契約価格改訂, 72
計画納期, 72
オーダラインの位置番号, 72
見込バックオーダ, 72
購買オーダヘッダ, 73
購買オーダライン, 73
購買の買掛入庫, 73
回答ライン, 73
直送サービスオーダ, 39
購買バックオーダ, 49
自己請求, 73
購買オーダ勧告, 73
計画在庫処理, 73
移動平均単位原価 (MAUC), 74
入庫番号, 74


	表紙
	発行情報
	目次
	文書情報
	第1章 概要
	販売オーダ処理の概要
	購買マスタデータ
	購買オーダのオプション処理


	第2章 手順
	購買オーダ手順

	第3章 統合
	購買オーダの統合の概要
	統合条件
	統合する購買オーダ

	購買オーダの統合
	統合処理


	第4章 直送
	直送販売オーダ
	直送および返品オーダ
	直送および輸送オーダ
	直送とバックオーダ

	直送サービスオーダ
	直送および返品オーダ
	直送および輸送オーダ
	直送とバックオーダ


	第5章 静的クロスドッキング
	クロスドッキングタイプ
	クロスドッキング手順

	第6章 購買オーダおよび輸送オーダ
	調達および輸送の統合
	輸送オーダ管理と調達の統合
	輸送請求と購買請求間の統合
	輸入仕入原価と輸送の統合

	輸送オーダ管理と調達の統合
	輸送請求と購買請求の統合
	マスタデータ
	請求方法

	直送販売オーダに関する輸送オーダ
	直送販売オーダについての輸送オーダの生成
	直送サービスオーダについての輸送オーダの生成


	第7章 購買オーダおよび作業/サービスオーダ
	調達とサービスの統合
	追加部品の購入
	調達におけるサービス外注
	マスタデータ
	サービスからの購買伝票の生成
	購買要求
	見積依頼 (RFQ)
	購買オーダ
	入庫と消費
	サービス外注価格


	第8章 バックオーダ
	購買バックオーダ
	バックオーダ - 自動確認
	バックオーダ - マニュアル確認

	第9章 返品オーダ
	購買返品オーダ
	返品オーダマスタデータ
	返品在庫手順
	返品不合格品手順


	第10章 オプション処理
	購買オーダのコピー
	購買オーダのグローバル貿易コンプライアンス
	購買オーダライン
	構成要素
	輸入コンプライアンスチェック

	督促状の出力
	クレームの出力
	購買請求書の出力
	購買オーダの削除
	入庫または消費後の価格や値引の変更
	入庫後の価格または値引の変更
	消費後の価格または値引の変更


	付録A 用語集
	索引

